
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

近代日本農事改良史の研究

西村, 卓

https://doi.org/10.11501/3110956

出版情報：九州大学, 1995, 博士（経済学）, 論文博士
バージョン：
権利関係：





近

代
日

本

農

事

改

良

史
の

研

究
西

村

卓



序

「
稲
作
論
争
」

第

節

「
稲
作
論
争
」

を
め
ぐ
る
研
究
史
:
:
:
:
:
:
;
:
:
:
:Ill--a
;
:
:lo
ll-ltl111

S

第

二

節

林
遠
里
農
法
の
思
想
l
!

天
性
に
従
う
1
1

111te--t
:
:
;
:
;
:
:'
;
:
;101
111，

m

第

三

節

近
代
農
学
士
酒
勾
常
明
と
横
井
時
敬
の
遠
里
農
法
批
判

:
:
:
;
:
:
:
:
:
:
lilt
-t

H

第

四

節

船
津
伝
次
平
の
思
想
l
l

天
性
を
率
い
る
1
1

1tset
-tt
at-sttilt-
-』lills-1111111・

凡

小

括

II
l-I
lli--
;
:
;
:
:Illt-llilt-111111111
01111
1t
it
ti-
-t
;
:
;
:t
li
t--'
11
11
11

5

第一
章

明
治
前
期
農
事
改
良
運
動
の
展
開

第
一

節

「
脱
亜
入
欧
」

と
大
久
保
農
政

第

二

節

「
老
農
時
代
」

と
勧
農
政
策

;
:
;
;
:tit
i
;
:
:It
--
:
:
:
;
;
:110
tlili--11・

D

第
二

章

林
遠
里
と
勧
農
社

;
t
lit's
-』
;
;
is--』

Jtili--
;tsaillit--11111111101111111111
J

M

第
一

節

林
遠
里
・

勧
農
社
研
究
史

i1
16t
oti--4
1f1141tit
-
:
:61
316361
:
;
t
lIt
--1
11111
J

M

第

二

節

士
族
と
し
て
の
帰
農

;
:t
f11111111t111111111tti--11111
1'
;
;
:
;
:
:
;
;
;
t

m

第

三

節

『
勧
農
新
書
』

を
著
す

;
;
:
;tis
ita
li--
:
;t
itlttttSOBitt-'g
it-
-tti
li--41

3

第

四

節

『
勧
農
新
書
』

(

再
版
)

の

出
版
と
第
二

囲
内
国
勧
業
博
覧
会
及
び
第
一

回
全
国
農

談
会
参
加
tit-
:
:
:1111
tI
llit--iltili--
;
l's
ili--illit--8111111
1
;
:
te
ll-

必

第

五

節

興
産
社
の
創
設
と
活
動

;11
11111
111111t
;l
l111111
;
:
;11111111t139t
;
:
』ill・
5

第

六

節

富
山
県
・

石
川
県
へ
の
巡
回 、

そ
し
て
全
国
へ

'I
ll-11111
:t
11111
:
;
:Illi--
;

必

第

七

節

実
業
教
師
養
成
派
遣
結
社
u

勧
農
社
(
舎
)

の
創
設

;
;
:
:tI11
11111slatt
ssai
l--

“

第

八

節

洋
行
l

西
洋
事
情
の
視
察

11
1111
:
:
:
:
;
lfoes-11111t
:
:
:
:1
1111111lif
ts-

位

第

九

節

遠
里
農
法
の
完
成

ttit
i-
:11tltilt--1148
till--81less-
-
:
:
1Ili--tot
i--
;
:

符

第
一

O
節

勧
農
社
の
拡
張

:
:
:'o
t
--t
'1111111t
lili
--』
;
:
:
;
;
:
:
;
lili--
fli--tt
f

d

第
一
一

節

勧
農
社
の
衰
退

;still-
664311tleit
--t
:1ltlilt
-
:
:
;161
t
:
:
:
:
:
;
;
:

m

第
一

二
節

遠
里
の
死

;
:11611111111
;
:
:
:
:111
11te
ll--flle
t
-
:
:
:
tlo
tto
;
:
l'Ili--
M

補

論

書
評

内
田
和
義
「
老
門店
の
富
国
論
i

林
遠
里
の
思
想
と
実
践
!

』

'to
ft
-
;
;
:o
il
--t

u

第
三
章

福
岡
県
実
業
教
師
の
派
遣

:ltotto
;111114
:
:
;
ste
t-11111111t'i
l--'
:
:
:111111

必

第
一

節

実
業
教
師
の
派
遣
事
例

;111111
:lo
ot-o『still--llot--
;titt
i--111
'
10111114
0t

w

第

二

節

実
業
教
師
の
資
質

;11114lea16
11
11t
itlili-
-teas
-st
t1111』
11
;
;
:
:
:'lilt-
L

好

第

三

節

実
業
教
師
の
派
遣
基
盤

第

節

改
良
門店
具
の
供
給
基
盤

守k

近

代

日

本

農

事

改

良

史

の

研

究

、大

は
し
が
き
;

ニt己

写主

の
問
い
か
け
る
も
の
l
i

天
性
に
従
う
か

、

天
性
を
率
い
る
か
l
l

5 

四

、、.-E'・ae，j
 

括

，，
mm
 

t
t
‘qι

 
mmu
 



あ
と
が
き

図
表
索
引

索
引

第
四
章

第第第第
第
五
章

小第

節節節

第第
第
六
章

括 島
根
県
に
お
け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
と
地
方
名
望
家

節

林
遠
里
の
島
根
県
巡
回

:'t
;411114111111111661
;lill--
;lalli--11lofttit--t

dm

二

節

実
業
教
師
の
受
け
入
れ
と
そ
の
役
割
・11111111
:111114116411』11111
:11161111111

m

三

節

林
遠
里
改
良
法
の
受
け
皿

:
:
;
:
:
:
:
;
:
;040011
;tit-
:1111111111111111

伴

四

節

鹿
足
郡
名
望
家
堀
家
と
実
業
教
師
高
田
万
太
郎

iliti--
:

% gも!OO 

明
治
二
O
年
に
お
け
る
一
老
農
の
農
事
巡
回
l
l

福
岡
県
老
農
高
原
謙
次
郎
の
京
都
府
農

事
巡
回
に
つ
い
て
l
l

EJ
 

ιTIli--4111』lIll--lIta--.，ltttta--'lt1'l'』''ttt'66'soot--J11t1・，，
nu，，，
 

toli--l't'111'lt11111』'ti
ll--t'l''lto''l
kd
.nu
 
，，g
 
AU
 
，，s
 
，，，
 

高
原
謙
次
郎
の
略
歴
と
事
蹟

明
治
二
O
年

こ
八
八
七
)

京
都
府
農
事
巡
回
に
つ
い
て

高
原
謙
次
郎
と
林
遠
里

/li 

括

/2.1 

栃
木
県
に
お
け
る
実
業
教
師
谷
茂
三
の
活
動
1
1

明
治
二
五
年
一

を
素
材
に
l
I
Boo
le--111lttl'it--ー
;
:
:
:
:
:
:titti--tt11110111111111611161
M

第
一

節

明
治
二
0
年
代
に
お
け
る
栃
木
県
農
業
の
概
略

;1111111lili--11111『11111111111・
m

第
二

節

県
下
稲
作
改
良
の
方
向

・1111』
:11
:』sat-'at--tt1111t11111111111111111111111
泌

第

三

節

林
遠
里
の
巡
回
演
説

:
;
;
;
;
;11611111titil--1111111l111111111lolli--
:l

m

第

節

勧
農
社
実
業
教
師
谷
茂
三
の
『
巡
回
日
誌
帳』

:4111111111111111111111111111111
d

111
店

明
治
二
0
年
代
長
野
県
に
お
け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
!
l

実
業
教
師
の
活
動
と

改
良
法
導
入
の
意
図
1
1

1111111j1li--
:l
leels-
:
:
;
:
:666l
:
;1114411ltte--

H，f
 

第
一

節

勧
農
社
実
業
教
師
の
聴
用
と
彼
ら
の
活
動
』tile-
;
:
:
:
;11111111』III-Illit--l
d

第
二

節

長
野
県
に
お
け
る
改
良
法
導
入
の
意
図

illit--
:
:
;
:
:
:
:
:
;Ill--still---
m

第

三

節

馬
耕
の
導
入
と
普
及
l
il
ia-
-eotst
i
l
l
i--1t
itti--
;
:
:
:
:
:
府

小

括

:
:1It--It--'
:
:
:111111
;
;
;
;tE111161111111t146111111111t
:
:
:41110
;

仰

第
八
章

老
農
農
法
か
ら
篤
農
農
法
へ
1
1

坂
田
式
稲
作
改
良
法
の
形
成
l
l
・11111
:
;It--1111
:
仰

第
一

節

坂
田
式
稲
作
改
良
法
の
農
業
観
・

稲
作
観
iltilt-t11111』
;』talt'lletlla111tttt，
m

第
二

節

坂
田
式
稲
作
改
良
法
の
経
済
思
想

'lIll-
:
;t1111111
;
:litilt--』14litill--tl
m

第

三

節

坂
田
式
稲
作
改
良
法
の
技
術
体
系

;leet
;
:
;
;11
:
:
:
:
;
:
:
:
:
:
;'It--
m

lt
MM
 

終

;
:
;ot--
;Ili--t
;
;
:
;Elll』111
;
:'tet--1111111111『tilt-
:，
成

第
七小
写L

一
月
『
巡
回
日
誌
帳』

四

括

.:ó:::. 

与主

括結
び
に
か
え
て

191 



九
九
三
年
の一
O
月
上
旬
に
日
本
村
落
研
究
学
会
で
訪
れ
た
北
海
道
女
満
別、
本
来
な
ら
た

わ
わ
に
稔
り
頭
を
た
れ
た
稲
が一
面
田
を
覆
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に、
視
界
に
入
る
か
ぎ
り、
幾

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
わ
た
っ
て
稲
穂
は
天
に
向
か
っ
て
吃
立
し
て
い
た。

こ
の
年
の
稲
作
は、
戦
後
最
悪
の
凶
作、
い
や
天
明、
天
保
以
来
と
も-評
さ
れ
る
凶
作
で
あ
っ

た。
全
国
的
な
水
稲
作
況
指
数
は
七
四
で、
と
く
に
冷
害
の
は
げ
し
か
っ
た
北
海
道
で
四
O、

「
や
ま
せ」
の
影
響
を
強
く
受
け
た
東
北
地
方
の
う
ち
青
森
で
二
八、
岩
手
で
三
O、
宮
城
で
三

七、
地
域
的
に
は
ゼ
ロ
を
示
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う。

し
か
し、
そ
の
な
か
で
も、
平
年
作
な
み
の
反
当
収
量
を
あ
げ
た
農
業
経
営
が
存
在
し
て
い
た。

有
機
農
業
を
基
礎
と
し
た
農
業
経
営
で
あ
る。
農
林
中
金
総
合
研
究
所
の
レ
ポ
ー
ト
「
冷
害
と
有

機
農
業
l
異
常
気
象
下
で
発
揮
さ
れ
た
有
機
農
業
の
優
位
性
と
安
定
性
l」
(一
九
九
四
年一
月)

に
よ
れ
ば、
こ
の
年
に
は、
慣
行
農
法
に
よ
る
稲
作
経
営
が
大
打
撃
を
受
け
た
の
に
対
し
て、
少

し
の
減
収
が
み
ら
れ
な
が
ら
も、
有
機
農
業
で
は
安
定
的
に
収
量
が
確
保
さ
れ
て
い
た
と
い
う。

そ
の
要
因
と
し
て、
風
土
(
土
壌・
気
候
条
件
な
ど)
に
適
合
し
た
品
種
の
選
択
を
し
て
い
た

こ
と、
さ
ら
に、
健
苗
の
育
成、
周
到
な
水
管
理、
堆
肥
づ
く
り
と
土，つ
く
り、
元
肥
主
義
の
施

肥
管
理、
健
康
な
稲
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
る
病
虫
害
対
策、
稲
の
生
理
に
か
な
っ
た
生
育
管
理

な
ど
と
い
っ
た、
総
合
的
で
基
本
的
な
技
術
体
系
の
徹
底
を
あ
げ
て
い
る。

住
井
す
ゑ
も、
こ
の
冷
害
の
な
か
に
あ
っ
て
平
年
作
を
得
た
農
民
に
つ
い
て、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る。
「
謙
虚
に
自
然
を
見
ま
も
り、
温
か
く
作
物
を
み
つ
め
て
『
手』
を
施
し
て
き
た、

い
わ
ゆ
る
篤
農
家
は、
凶
作
を
ま
ぬ
が
れ
て
平
年
作
を
得
て
い
る。
と
い
っ
て
も、
特
別
な
秘
法

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い。
稲
の
生
育
に
あ
わ
せ
て
水
を
管
理、
時
に
は
豊
か
に
水
を
張
り、
時

に
は
水
を
切
り
落
と
す。
そ
し
て、
適
度
に
施
肥。
つ
ま
り
は
稲
作
の
常
識
を
ま
も
っ
た
・

・
と
い
う
こ
と
で
あ
る」
(
『
朝
日
新
聞』
一
九
九
三
年一
O
月一
七
日
付
記
事)
と。

こ
の
「
稲
作
の
常
識」
が
非
常
識
と
な
り、
「
今
更
む
か
し
の」
方
法
と
し
て
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、
い
つ
の
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か。
基
本
法
農
政
下
で
の
農
業
経
営
が

激
変
し
た
戦
後
高
度
経
済
成
長
期
を
あ
げ
る
こ
と
は
た
や
す
い
が、
実
の
と
こ
ろ、
そ
の
き
っ
か

け
は、
日
本
の
近
代
化
H
西
洋
化
が
声
高
に
叫
ば
れ
た
明
治
前
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
る。

こ
の
時
期
に一
つ
の
論
争
が
あ
っ
た。
農
業
の
近
代
化
を
め
ぐ
っ
て、
近
代
農
学
と
伝
統
農
法

と
が
せ
め
ぎ
あ
っ
た
「
稲
作
論
争」
が
そ
れ
で
あ
る。
当
時、
農
事
改
良
運
動
を
主
導
し
て
い
た

老
農
た
ち
の
「
稲
作
の
常
識」
は、
そ
の
論
争
の
な
か
で、
近
代
農
学
士
た
ち
か
ら
「
妄
説」

「
非
科
学
的」
と
攻
撃
さ
れ、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
老
農
た
ち
と
彼
ら
の
恩
怨
は
農
事
改
良

の
表
舞
台
か
ら
排
除
さ
れ
は
じ
め
る。
そ
し
て、
農
学
士
た
ち
は、
そ
の
後
の
勧
農
政
策
の
主
導

権
を
に
ぎ
り、
系
統
廃
会、
農
事
試
験
場
を
介
し
た
農
事
指
導
体
制
の
な
か
で、
中
心
的
位
置
を

占
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る。

本
唯一凶
で
は、
そ
の
論
争
の
な
か
で、
農
学
士
た
ち
か
ら
攻
撃
の
ま
と
と
な
っ
た
老
農
の一
人
林

遠
里
と、
彼
の
ま
わ
り
に
つ
ど
い、
彼
の
技
術
と
思
想
を
普
及
し
よ
う
と
し
て、
福
岡
の
地
か
ら

MUM
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全

国

各
府
県
に

派
遣
さ

れ
て
い
っ

た

実
業
教
師
た

ち
の

姿
を
描
き

出

す
こ

と
が

目
的
で

あ
る
。

序
章
で

は
、

ま

ず
そ
の

「
稲
作
論
争
」

を
と

り
あ

げ
る
。

こ
の

論
争
で

は
、

近

代
農

学
者
に

よ

っ

て
「

古
来
例
ナ

キ

悪

法
」

と
ま
で

郷
検
さ

れ
た

林
遠
里
の

「

寒

水
浸
法
」

「
土

囲
い

法
」

が

組

上
に
の

ぼ
る
が
、

そ
こ

で

問
わ
れ
た

問
題
は
、

そ
の

技
術
の

「

非
科
学
性
」

以
上
に
、

そ
の

技
術

を
論
理
づ

け
た

農
業

観
、

自
然

観
に
こ

そ

あ
っ

た
の

で

あ
る
。

す
な

わ
ち
、

農

業
が

自
然
の

摂
理
H

天
性
に

従
っ

て

営
ま

れ
る

「
な

り
わ
い
」

か
、

そ

う
で
は

な

く
、

天
性
を

率
い

て

営
ま
れ
る

「
な

り
わ
い
」

か
と
い

う
点
で

あ
っ

た
。

結
果
と
し

て

近

代
農

学
の

覇

権
が

確
立

し
た

と
し
て

も
、

そ
こ

で

み
ら
れ
た

農
業
を
み
つ

め

る

老

農
的
ま
な

ざ
し
は
、

現
代
農
業
が

さ
ま
ざ
ま
な

矛
盾
を
あ
ら

わ
に

し
は
じ
め
た

今
日
に

お
い

て
こ

そ
、

見

直
さ

れ
る
べ

き
で

あ

ろ

う
。

第
一

章
で

は
、

林
遠
里

と

勧
農
社
の

活
躍
の

舞
台
で

あ
る

「

老

農
時

代
」

を

成
立
さ
せ
た

歴

史

的

背

景
を

明
ら
か

に

し
た
。

明

治
維
新
以

降
、

大

久
保
利
通

ら
に

よ
る

模

範
奨
励
H

直
接
保

護
主

義
的
立

場
か

ら
進
め

ら
れ
た

日

本
農

業
の

西

洋
化
は
、

明

治
一

O
年
(
一

八
七
七
)

頃
か

ら
、

政

府
の

財

政
的

危

機
と

相
ま
っ

て
、

早
く
も

行
き

詰
ま

り
を
み
せ

は
じ
め
た
。

そ
の

結
果
、

金

を
か

け

ず
に

最
大
の

勧

業
的

効

果
を
生
み

出

す
た
め

に
、

「

自
為
独
立
」

し
た

農
業
者
の

活
躍
に

依
拠

し
た

農
事
改
良
へ

の

方
向
転
換
が-
つ
な
が

さ

れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

そ
の

農
業
者
こ

そ

が

当
時

「

老

農
」

と
い

わ
れ
た

人
々

で

あ

り
、

彼
ら
の

活

躍
の

場
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

勧
業
諸

会
が

次
々

と

創

設
さ

れ
て

ゆ

き
、

明
治
一

四

年
(
一

八
八
一
)

に
は
、

そ

れ
を

象
徴
す
る

よ

う
に
、

農

商
務

省
の

創

設
、

大
日

本
農

会
の

結

成
、

最
初
の

全

国
農
談
会
の

開
催
が

み
ら
れ
た
。

「
老

農
時

代
」

の

幕
開
け
で

あ
る
。

こ
の

時

代
が

「

老

農
時

代
」

と

呼
称
さ

れ
た
の

に
は

理

由
が

あ
っ

た
。

当
時
、

全

国

各
地
で

地

元
の

老

農
た

ち
が

活

躍
し
て
い

た

が
、

そ
の

な
か
の

あ
る

部
分
が
、

み

ず
か

ら
の

出

身

府
県
を
越

え
て
そ
の

活

動
の

場
を
全

国
に

ま
で

広

げ
、

農
事
改
良
へ

の

全

国
的

気
運

を
高
め

る
た

め
の

大
き

な

役
割
を
は
た

し
た

か

ら
で

あ
る
。

中
村

直
三
、

船
津
伝
次

平
、

奈
良

専
二
、

林
遠
里
(

中

村

直

三
の

死

後
、

彼
が

加
わ
る
)

ら
が

明
治
三

大
老

農
と

並
び

称
さ

れ
た
の

も
、

こ
の

時

代
を

彼
ら
が

象

徴
し

て
い

た

か

ら
で

あ

ろ
う
。

全

国
的
に

活

躍
し
た

老

農
た

ち
の

な
か
で
、

そ
の

活
動
範

囲
の

広
さ
、

活
躍
し
た

人

数
の

多
さ

で

は

林
遠
里

と

勧

農

社
は

ず
ば

抜
け
て

お

り
、

彼
ら
が

農
事
改
良
へ

の

全

国
的

気
運
の

高
ま

り
と

そ
の

歩
み
を

同
じ

く
し

て
い

た
た
め
に
、

彼
ら
を
研
究
の

対

象
と

す
る
こ

と
は
、

こ
の

時

代
状

況

と

雰
囲

気
を
描
き

出

す
に
は

最
適
で

あ
る
と
い

え
る
。

第
二

章
で

は
、

林
遠
里

と

勧
農
社
に
つ

い

て
、

そ
の

研
究
史
か

ら

書
き
起
こ

し
、

林

家
に

所

蔵

さ

れ
て
い

た

資
料
の

悉

皆
調
査

を
基
礎
に

し

て
、

新
た

な

水
準
で
そ
の

具

体
的
姿
を
描
き

出
し
た
。

遠
里

は

洋

行
を
き
っ

か

け
と
し
て
、

設
立
ま

も
な
い

勧
農
社
の

拡
張
へ

と

突
き
進

む
が
、

理

念

と
し

て

本
場
・

支
場
あ

わ
せ

て
二

O
数
町

歩
の

日

本
的
な

大
経

営
を
め

ざ
し
な
が

ら

も
、

そ
の

実

態
は
、

ほ
と
ん

ど
が

散

在
し
た

小
片
の

耕
地
を
小

作
地
と
し
て

借

り
受
け
た

も
の

で
、

専
任
の

小

数

農

場

員
の

献

身
的
な

労

働
に

依
存
し
た

小

農
経
営
に

す
ぎ
な
か
っ

た
。

こ
の

理

念
と

実
態
の

ず

れ
と
い

う
勧

良
社
経

営
の

内
的

要
因
と
、

勧
農
社
の

支
持
基
盤
が

全

国
的
に

揺
ら

ぎ
は
じ
め

る

と

い

う
外
的

要
閃
と
に

よ
っ

て

勧
皮
社
の

衰
退
が

決
定
づ

け
ら
れ
る
こ

と
に

な
っ

た
。

2 



岡

県

明

治
三

0

年
代
に

も
な

る

と
、

各
府

県
の

稲
作

改
良
策
の

趨

勢
は
、

農
事
試

験

場
を

頂
点
と

し

た

系

統

農
会
を

通
し
た

も
の
へ

と

変
化
し

て
ゆ

く
。

そ
の

流
れ
に

沿

う
よ

う
に
、

実

業

教

師
養

成

派
遣

結

社
と

し

て
の

勧

農

社
も
そ
の

役
割
を

終
え

る
こ

と
に
な

る
。

第
三

章
か

ら

第
七

章
ま
で

は
、

遠
里
の

ま

わ

り
に
つ

ど
っ

た

実

業
教

師
た

ち
の

各

府

県
で
の

活

動

を

明
ら
か
に

す
る
こ

と
が

目
的
で

あ
る
。

派
遣
の

対

象
と
な
っ

た

福
岡

県
の

実

業
教

師
た

ち
は
、

ど
の

よ

う
な

資

質
を
持

ち
、

ど
の

よ

う

な

地

域
で
そ
の

資

質
を

養
っ

て
い

た
の

で

あ

ろ

う
か
。

彼
ら
の

多
く
は
、

地

方

名
望

家
的
色

彩
を

持
つ

も
の

も

含
め
、

数
町

歩
の

耕
地

を

手
作
り
し
、

福
岡

在

来
農
法
は
い

う
に

お
よ

ば

ず
、

当

時
、

福
岡

県
で

奨
励
さ

れ

て
い

た

改
良
法

を

も

修
得
し
て
い

た

農
民
で

あ
っ

た
。

さ

ら
に
、

彼
ら
は
、

全

国
各
地
で

農
事

改

良
に

従

事

す
る
こ

と

を

名
誉
と

考
え
、

そ
の

担
い

手
と
な

る
こ

と

を

熱
望

し

た

「

老

農
的

精

神
」

の

持

ち
主
で

も
あ
っ

た
。

彼
ら
の

出

身
地

域
は
、

筑
前
西
部
を

中
心

と

し
て
い

た
。

同
地

域
は

当

時
の

福
岡

県
の

な

か

で

も
、

二

毛

作

率
、

牛

馬

耕
率
、

自
作
地

率
が

と

も
に

高
い

だ

け
で

な

く
、

深
耕
を

可

能
に

し
た

「

抱

持
立

整
」

が

在

来
農

具
と

し

て
一

般
に

使
用
さ

れ
、

か
つ
、

林
遠
里

と
い

う
老

農
を
生

み

出

し
、

多
く
の

地

方

名
望

家
層
が

彼

を

支
え

る

厚
い

基

盤

を

形
成
し

て
い

た

地

域
で

も
あ
っ

た
。

近

代
に

お

け
る

稲

作
生

産

力
の

展
開
と
い

う

視
点
で
、

こ

う
い
っ

た

資

質
を
持
っ

た

彼
ら
の

役

割
を

考
え

た

場

合
、

当

時
の

「

西
か

ら

東
へ
」

の

技

術
普

及
と
い

う
流

れ
の

な

か

で
、

「

後
進

的
」

な
生

産

力

段

階
に

あ

る

地

方
の

底
上

げ
に

よ
る
、

全

国
的
な

稲

作
生

産

力
の

上

昇
を

彼
ら
が

担
っ

て
い
っ

た

と
い

う
こ

と

を
、

ま

ず
わ
れ

わ
れ
は

銘
記

す
べ

き
で

あ

ろ

う
。

彼
ら
が

派

遣

さ

れ
、

改
良
法
の

指

導
伝

習
に

従

事
し
た
三

O
数

府

県
の

地

域
の

う
ち
、

本

書
で

は

島
根
、

京
都
、

栃

木
、

長
野

各

府

県
を

分

析
の

対
象
地
に

定
め

た
。

そ

れ
ぞ

れ
の

府

県
で

は
そ
の

内
部
に

地

域
的
な

格
差
を

含
ん

で

お

り
、

一

概
に

当

時
の

稲
作
生

産

力
の

水

準
を

府

県

単
位
で

高
位
、

低

位
と

判

断
で

き
な
い
。

島

根

県
で

は
、

高
位
の

出

雲

北

部
、

中

位
の

出
雲

南

部
、

低

位
の

石
見
地

方
、

京
都

府
で

は

高
位
の

山

城
地

方
、

中
位
の

丹
波
地

方
、

低

位
の

丹
後
地

方
と
い

う

具
合
で

あ
る
。

当
然
、

そ
の
こ

と

か

ら
、

稲

作

改
良
法
の

導
入
に

当
た

っ

て

も
そ

れ
ぞ

れ

対
応
に

差
が
生

ま

れ

て

く
る
。

高
位
地

方
で

あ
る

山

城
地

方
で

は
、

老

農
の

タ

イ

プ

も

他
地

域
と

異
な

り
、

遠
里

改

良
法
に

対
し

て
そ

れ

を

無
批

判
に

受

け
入

れ
る
の

で

な

く
、

他
の

改
良
法
と

同
一

に

あ
っ

か
い
、

そ
の

有

効
性

を

実
験
に

よ

り

判

断
し
よ

う
と

す
る
の

で

あ

る
。

そ

れ
は
、

当

時
に

お
い

て

高
位
な
生

産

力
を
達

成
し

て
い

る

老

農
と

し

て
の

な
せ

る

技
で

あ
っ

た
。

そ

れ
に

対
し

て
、

出

雲

南
部

飯

石
郡
の

田

部
長

右

衛
門
の

よ

う
に
、

小

作
人
に

対
し

て

改

良
法

の

実

行
を
い

わ
ば

強

制

的
に
迫

り
、

実

行
し
な
い

場

合
に

は

小

作
地
の

取

り
上

げ
を

も
ち
ら
つ

か

せ

る
と
い

う
態

度
に

で

る
。

こ

れ
な
ど

は
、

自
作

層
が

生

産

力
発

展
の

担
い

手
と

し

て

未

成
熟
で

あ
っ

た

た

め

に
、

地
主

層
が
そ
の

役
割
を

果
た

さ

ざ

る

を

得
な
い

時

代
と

地

域

を

示
し

て
い

る

と

い

え

る
で

あ

ろ

う
。

長

野

県
の

場

合
も

南
北
に

長
い

地

域
で

あ

り
、

在

来
農

業
の

展

開
も

多

様
で

あ
っ

た

が
、

で
の

述
里

改

良

法
の

導
入
に

当
た
っ

て
は
、

独

自
の

論
理
と

意

図
が

あ
っ

た
。

「

養

蚕
王

国
」

と

し

て
の

地

位

を

確
立

し
つ

つ

あ
っ

た

長

野

県
で

は
、

稲
作

改

良
は

特
別
な

意

味
が

あ
っ

た
。

と

く

に

春

蚕

飼

育
が

主

流
で

あ
っ

た

北

信
地

方
で

は
、

裏

作
と

し

て
の

麦
の

収

穫
期
と

養

蚕

繁

忙
期
と



稲
の

移

植

期
と
が

競

合
し
、

農
家
経

営
が

養

蚕

飼

育
に
比

重

を
か

け
る
に
し
た

が
い

、

と
し

て
の

米

麦

作
の

粗

放
化
が

み
ら

れ
る

よ

う
に

な
っ

て
い

た
。

こ

の

競

合
を

避

け
る

方
策
と
し

て
、

麦
作
の

作
期
の

移

動
と
と

も
に

、

本
田

耕

転
の

省

力
化

、

す
な

わ

ち

馬

耕
の

導
入
に
よ
る

省

力
化
が

意

図
さ

れ
た
の

で

あ
る

。

岡

県
で

勧

農

社
の

実

業
教

師

が
と

く
に

馬

耕

教

師
と

し

て
重

宝
が
ら

れ
た

ゆ
え
ん
で

あ
る

。

第
八

章
で

は
、

「

老

農
時
代
」

の

終

駕

後
に

、

そ
の

時

代
の

農
法
が

ど
の

よ

う
に

継

承
さ

れ

て

い
っ

た

か
の
一

つ

の

事

例

を
示
し
た

。

明

治
三

0

年
代
に

も
な

る
と

、

長

野
県
で

は
、

県
立

農

事

試

験

場
の

創

設
と

各

段

階
で
の

系

統

農

会
の

組

織

化
と
い

う
事
態
の

な
か

で
、

県
下

各

郡
に

派
遣

さ

れ

て
い

た

勧

農

社
の

実

業
教

師
た

ち
は

、

次
々

と

農

会
の

技

術
指

導

員
な

ど
に

転

身

す
る

。

そ

れ
に
し
た

が
い

、

「

寒

水

浸
法
」

「

土

囲
い

法
」

「

冬

蒔
き

法
」

な

ど
の

技

術
指

導
が

差
し

止
め

ら

れ
る
こ

と
に

な

り
、

遠
里

改
良

法
の

普

及
は

途

切
れ

て
し
ま
っ

た

か

に

思

わ
れ
た

。

し
か

し
、

勧

農

社

員
を
通
し
た

普

及
は

途

切
れ
た

に
し

て

も
、

長

野

県

更
級

郡
の

老

農
で

あ
っ

た

坂
田

寅
治

郎
は

、

遠
里

改
良

法
を

引
き
継
ぎ

、

寒

冷
地

稲

作
に
そ

れ

を

適

合
さ
せ

た

形
で

そ
の

技

術
を

再
構

成
し
、

一

つ

の

篤
農

農
法
で

あ
る

坂

田
式

稲

作
改
良
法
を

完

成
さ
せ

た
。

そ
の

農
法

は
、

北

信
地

方
を

中
心
に

篤
農

家
の

支
持
を

得
な

が

ら

大
正

、

昭

和

期
に
か

け
て

普

及
定

着
し

て

い
っ

た

の

で

あ

る
。

普
通

作

物

陰

陽

説
に

よ

る

遠
里

改
良
法
の

論
理

付

け
を
近

代
農
学
で

み
ら

れ
た

積

算
温

度

論
で

読
み
か

え

る
と
い

う
こ

と

は

あ
っ

た

と
し

て

も
、

こ

の

改
良
法
は

、

「

稲

作
の

常

識
」

で

あ
っ

た

自
然
の

摂

理
に

従
い

農
業
を

営
む
と
い

う

自
然 、

観
、

農

業

観
を

も
継

承
し
た

。

た

だ

し
、

坂

田

式
で

は
、

遠

里

と

は

異
な

り
、

み

ず
か

ら
の

農
法
を

家

族
労

作
経

営
に

お

け
る

稲

作
法
と
し

て

明

確
に

位

置
づ

け
る
こ

と
に

な

る

が
、

こ

の

経

営
が

危

機
的
な

状

況
を
示
し
は

じ
め

て
い

た

当

時
に

あ
っ

て
、

の

経

営
論
の

存

在
の

ゆ
え
に

、

小

農
民
か

ら

強
い

支
持
を

得
た
の

で

あ
る

。

4 

v 

、ーー

本

書
は

、

表

舞

台
で

華
や
か

に

彩
ら

れ
た

歴

史
を
た

ど
る

も
の

で

は

な
い

。

土

ま

み

れ
、

汗
ま

み

れ
に

な

り
な
が
ら

も
そ

れ

を

厭
わ

ず
、

農

事

改
良
に

貢
献

す
る
こ

と

を

至

福
の

喜
び

と

考
え

、

名

誉
と

も

考
え
た

農
民
た

ち
の

姿
を

、

淡
々

と

描

き

出
し
た

。

彼
ら
の

そ
の

情

熱
と

活

動
す
る

姿
を

、

日

本
の

近

代
史
の

な
か

に

位

置
づ

け
る
こ

と
が

本

役

割
で

あ
る

。

彼
ら

は

着

実
に

時

代
の

姿
を
刻

み
込
ん
で

ゆ

く
。

の



こ

の

「

稲

作

論

争
」

に

関
し

て

は
、

戦

後
に

な
っ

て

も

多

く
の

農

業

史

研

究

者
に

よ
っ

て

と

り

あ

げ
ら

れ

て

き
た
。

-防庁
立
早

「

稲制

作げ

込制

全J
L

1

1

天

性
に

従

う
か
、

爪り

田川門

ハド

'hr

・M川ノ

ヲハν

1fD

爪り

天

性

を

率
い

る
か

l

l

明

治

維

新
以

降
の

日

本
の

近

代

化

を

概

観
し
た

場

合
、

そ

れ

を

西

洋
化
の

過

程

と

と

ら

え

て

も

大

過

な
い

で

あ

ろ

う
。

西

洋
化
と

は
、

そ

れ
が

単
な

る

西

洋
の

文

物
・

制

度
の

導
入
だ

け

を

意

味

し

た

の

♂
比
く
、

「

西

洋
起

源
の

制

度
と

装

置
と

思

想
の

導
入
に

よ
っ

て

生
じ

る
、

社

会

変

動
の

連

鎖
全

体
」

を

意

味
し

て
い

た
。

こ

の

西

洋
化
に

よ

る

社

会

変

動
の

連

鎖
と
い

う

視

点
か

ら
、

今
、

明

治

維

新

以

降
の

近

代

農

業

技

術

史

を
ひ

も

解

く
と

き
、

華
々

し
い

歴

史
の

表

舞

台
に

は

登

場
し

な
い

が
、

西

洋

農

学
と
い

う

「

近

代
」

と

老

農

農

法
と
い

う
「

伝

統
」

と

が
ぶ
つ

か

り

あ
い
、

「

日

本

農

業
は

ど

う

あ

る
べ

き

か
」

と
い

う

問

題
が

鋭

く

問
い

か

け
ら

れ
た

論

争

を
、

わ

れ

わ

れ

は

み
い

だ

す
こ

と

が

で

き

る
。

nz
u
 

明

治
一

0

年

代

後

半
か

ら

同

二

0
年

代
に

か

け

て

み

ら

れ
た

「

稲

作

論

争
」、
が

そ

れ
で

あ

る
。

こ

の

論

争
の

当

事

者
は
、

一

方
が

駒

場

農

学

校
の

卒
業
生

で

あ

り
、

明

治

期

勧

農

行

政

を

あ

る

意

味
で

は

リ

ー

ド

し
た

横

井

時

敬
、

酒

勾

常

明
、

沢

野

淳
、

大

内

健
ら
の

農

学
士

と
、

彼
ら

に

近

代

農

学

的
な

後

ろ

盾

を

与
え
た

駒

場

農

学

校
の

ド

イ

ツ

人

教

師
の

フ
ェ

ス

カ

や

ケ
ル

ネ
ル

で

あ
っ

た
。

さ

ら
に

そ

の

陣

営
に

は
、

群

馬

県
老

農
で

か
つ

駒

場

農

学

校
の

実

業

指

導

を

担

当
し
、

農

商

務

省
の

官

吏
と

な

り
、

甲

部
巡

回

教

師
と

し

て
全

国

を
廻
っ

た

船

津

伝

次

平
が

加

わ
っ

た
。

他

方
は

勧

農

社

を

設
立

し
、

「

寒

水

浸

法
」

「

土

囲
い

法
」

と
い

う

稲

作
改

良

技

術
を
ひ
っ

さ

げ
て

全

国

を

巡

回
し
、

実

業
教

師
延
べ

四

O

O

名

以
上

を

各

府

県
に

派

遣

し
、

そ

の

技

術
の

普

及

に

務
め

た

林

遠
里

で

あ

り
、

ま
た
、

愛
知

県
の

農

事
巡

回

教

師
で

あ

り
、

「

爆

焼
土

調

和

肥

料

法
」

を

普

及
し

よ

う
と

孤

軍

奮

闘
し

た

小

柳

津

勝
五

郎
で

あ
っ

た
。

攻

撃
の

矢

面
に

立
っ

た

の

は
、

遠
里
の

「

寒

水

浸

法
」

「

土

囲
い

法
」

と

小

柳

津
の

「

矯

焼
土

調

和
肥

料

法
」

で

あ

り
、

こ

れ

ら
の

農

業

技

術
の

「

科
学

的
」

有

効

性
の

有

無
と
、

そ

の

技

術

を

導

き
だ

し
た

自
然

観
、

植

物

観
が

主

要
な

論

点
で

あ
っ

た
。

速
里

と

勧

農

社
の

普

及

活

動
が

全

国

規

模
に

ま

で

広
が

り

を

持

ち
、

一

時

期
に

は

各

府

県
の

勧

業
当

局

と

地

方

有

力

者
た

ち
が

我
先
に

彼
ら

を

招

鴨
し

よ

う
と

し
、

い

わ

ば
ブ

l
ム

的
と

も
い

え

る

活

況

を
呈

し
た

こ

と

か

ら
、

農

学
士
た

ち
の

危

機
意

識

を

背

景
と

し

て
、

烈
し
い

攻
き

が

展

開

さ

れ
た
。

5 

小

柳

津
に

対
し

て

も
、

彼
が
一

時

期
み

ず
か

ら
の

肥

料

論

を

泰

西

農

学
と

在

来
日

本

農

学
の

両

方

を
ふ

ま

え
た

総

合
的
で

高

度
な

も
の

と

し

て

宣

伝
し
た

こ

と

か

ら
、

三

要

素

説

を

核
と

し
た

近

代

農

学

的

肥

料

論
の

分

析
的

方

法

を

信

奉

す
る

近

代

農

学
士

か
、
り

す
れ

ば
、

「

痴

農
」

を

惑

わ

す

彼

を

農

界
の

場
か

ら

放
逐

す
る
こ

と

が

さ

け
ら

れ

な
い

課

題
で

あ
っ

ぽ
戸

ま

た
、

第

節

「

稲

作
論

争
」

を
め

ぐ
る

研

究

史



「

稲

作
論

争
」

を
と

ら

え

る
。

西

洋

科

学
に

反

対

す
る

も
の

と

ハ
且守
JV

「

林

遠
里

と

勧

農

社
ー一

を
書

き
上

げ
た

江
上

利

雄
は
、

そ
の

第
二

章
「

『

改

良

米

作
法
』

の

全

国

的

唱

道

と

稲

作

論

争
」

で

遠
里
の

「

寒

水
浸

法
」

を
め

ぐ
っ

て

展

開
さ

れ
た

論

争

を
と

り
あ

げ

て
い

る
。

江

上

は
、

「

寒

水

浸

法
」

に

対

す
る

酒

勾
常

明
、

横

井

時

敬
、

船

津

伝

次

平
、

批

判
の

要
点

を

紹

介
し
、

彼
ら
の

批

判

を

承
認

し
つ

つ
、

そ
の

技

術
が

依
っ

て

立
つ

思

想
1
一

天

地

陰

陽
の

思

想
」

が

誤

謬
に

満
ち
た

空

論
で

あ

り
、

そ
の

技

術
が

免

弁
で

あ
る

と

結
論
づ

け
た
。

農

学
士
た

ち

は
、

そ
の

誤

謬

を
ろ

過

し
た

後
の

遠
里

改

良

法
H

乾

田

牛

馬

耕

を

軸
と

し
た

福

岡

在

来

農

法

を

-評
価

し
た

が
、

江
上

も
そ

の

立

場

を

踏

襲
し
、

ろ

過

後
の

遠
里

改

良

法

普

及
が

農

業

改

良
上

に

は
た

し

た

功

績
、

す
な

わ

ち

後
進

地

帯
に

福
岡

在

来

農

法

を

普

及
さ

せ

た

限

り
で

の

功

績

を

評

価

す
る

に

す

ぎ
な
か
っ

た
の

で

あ

る
。

こ

の

結
論
づ

け
は
、

そ
の

後
の

研

究

史
に

も

影

響

を

与
え
、

遠
里

農

法
に

対

す
る

評

価
と

し

て

定

着
し

て
い
っ

た

と

考
え

て

よ
い
。

斎

藤

之

男
は
、

老

農
と

農

学
士
の

三
つ

の

論

争
、

す
な

わ

ち

津
田

仙
の

三

事

農
法
、

遠

里
の

種

子

貯

蔵

法
、

小

柳

津
の

肥

料
調

整

法

を
め

ぐ
る

論

争

を
と

り
あ

げ
、

近

代
日

本
に

お

け
る

近

代

農

学
の

形

成
・

展

開

を
、

思

惟
・

思

考

様

式
の

側

面
か

ら

本

俗

的
に

考

察
し

守防

斎

藤
は
、

老

農
の

基

本
的
な

思

想
・

思

考

を
、

『

農

業
全

書
』

以

来
の

伝

統

的

自
然

観

を

基

礎

と

し
た

在

来

農

学
の

線
上

に

位

置
づ

け
、

そ

れ

を
日

本
に

お

け
る
「

農

学
の

近

代

化

を

阻

む

思

想

・

思

考
」

と

し

て

摘

出

す
る
。

そ
の
一

方
で
、

現

実
に

農

業
生

産

力

を

向
上

さ

せ

た

老

農
た

ち
の

技

術
に

科

学

的

合
理

性

と

先

見

性

を
認

め
つ

つ
、

そ

れ

を

探

り

出

す
こ

と

が
、

当

時
の

農

学
士
た

ち
の

重

要
な

役

割
で

あ
っ

た

と

考
え
た
の

で

あ

る
。

そ

れ

に

も

関

わ

ら

ず
、

外
か

ら

与
え

ら

れ
た

近

代

的

自
然

観
に

固

執
し
た

彼
ら

は
、

そ

れ

を
な

し

え

ず
、

老

農
た

ち
の

伝

統

的

自
然

観

を

排

撃

す
る

と

同

時

に
、

そ
の

技

術
を

も

同

時
に

葬

り

去
っ

て

し

ま
っ

た
、

と

批

判

す
る
の

で

あ

る
。

斎

藤
は
い

う
、

「

遠
里

を
よ

き
意

味
で

の

『

農

界
の

撹
乱

者
』

と
さ

せ

る
の

は
、

こ

の

撹
乱

を

農

学

者

自

身
の

精

神
の

裡
に

渦

巻
か
せ

る
こ

と

で

あ

り
、

そ

れ

を

自
ら

解
決
し

て
い

く
こ

と

で

あ

ろ

う
。

「

苦

戦

奮

闘
』

は

外
な

る

敵

対
者
に
の

み

向

け

ら

れ

る
べ

き
で

は

な

か
っ

た
の

で

は

な
い

仇

」

と
。

斎

藤
に

と
っ

て
は
、

日

本
に

お

け
る

近

代

農

学

形

成
過

程
で
の

こ

の

論

争
の

勝

敗
は

問

題
で

は

な

か
っ

た
。

「

在

来

農
法
の

体

験
と

知

見

を

給
し
、

そ

れ

に

学

理

的

農

学

を
注

入

す
る

役

割

を

果

た

す

限

り
で

は
、

実

地

農

業

者
H

老

農
は

農

学

者
の

よ

き

補

助

者
と

な
っ

た
。

ま
た

農

学

者
が

経

内
oov

験

農

法
に

立

ち

向

う

手

段
が

実

験
で

あ
っ

た
」

と

述
べ

て
い

る

よ

う
に
、

農

学
士

が

実

験

的
立

場

を

堅

持

す
る
こ

と

を

前

提
に
、

在

来

農

学
と

近

代

農

学
と
の

融

合
こ

そ

が

め

ざ

さ

れ

る
べ

き
で

あ

っ

た

と

考
え

て
い

た
の

で

あ

る
。

老

農

農

法
の
一

部
で

は

あ

る

が

「

科

学

的

合
理

性
」

を
認

知
し
、

そ

れ

を

実

験
的
立

場
か

ら

探

り

出
そ

う
と

し

な

か
っ

た

農

学
士

(

横

井

を
の

ぞ
い

て
)

の

態

度

を

批

判

す
る

と
い

う

斎

藤
独

自

の

論

議
は

傾

聴
に

値

す
る
。

し
か

し
、

老

農
た

ち
の

技

術
と

わ
か

ち

が
た

く
あ
っ

た

そ

の

思

考
H

伝

統

的

自
然

観
・

農

業

観
は
、

斎

藤
の

考
え

る

あ

る
べ

き
「

日

本
近

代

農

学
」

の

形

成
に

と
っ

て

は
、

克

服
さ

れ

る
べ

き

対

象
で

し

か

な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
の

意

味
で

は
、

江

上
の

い

う
老

農

的
m心

身
日

空

論

説
に

実

質
的
に

組
み

す
る
こ

と

に

な

る
の

で

あ

る
。

筑

波

常

治
は

「

伝

統

民

法
と

近

代

科

学
の

対
決
」

と

し

て
、

こ

の

「

伝

統
的

な

農

法
は
、

そ

れ

を
さ

さ

え

る

東

洋
思

想

ゆ
え

に
、

フ
ェ

ス

カ

ら
の



み
な
さ
れ、

つ
ま
り
は
農
学
の
近
代
化
を
は
ば
む
妨
害
物
と
い
う
あ
っ
か
い
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

し
か
も
泣
代
農
学
の
側
に
は、

欧
化
主
義
を
国
是
と
す
る
国
家
権
力
の
強
力
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
っ
た
。

(
中
略
)

自
説
を
固
執
し
た
老
農
た
ち
の
多
く
は、

権
力
の
迫
害
を
陰
に

nqtu
 

陽
に
こ
う
む
ら
ざ
る
を
得
な
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」

と
し、

そ
の
典
型
例
と
し

て
小
柳
津
を
位
置
づ
け、

そ
の
先
駆
け
と
し
て
「
同
じ
被
害
」

を
受
け
た
老
農
と
し
て、

林
遠
里

を
あ
げ
た
の
で
あ
る。

こ
う
い
っ
た
小
柳
津
と
遠
里
の
農
法
を
め
ぐ
る
葛
藤
は、

筑
波
に
は
明
治
以
後
の
日
本
社
会
の

ひ
と
つ
の
縮
図
と
映
っ
一
ザ

す
な
わ
ち、

日
本
の
近
代
化
過
程
が
内
包
し
た
一
般
的
問
題
H
伝
統

的
な
経
験
主
義
と
西
洋
泣
代
的
な
合
理
主
義
と
の
相
克
と
い
う
問
題
の
一

つ
と
し
て、

こ
の
「
稲

作
論
争
」

を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る。

老
農
農
法
の
も
つ
伝
統
的
思
考
と
そ
れ
を
基
礎

と
し
た
農
業
技
術
の
評
価
は
明
確
で
な
い
に
し
て
も、

日
本
に
お
け
る
近
代
化
過
程
の
な
か
で

「
稲
作
論
争
」

を
位
置
づ
け
論
議
し
よ
う
と
す
る
筑
波
の
立
場
は、

本
書
の
問
題
意
識
と
も
関
わ

り、

評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

飯
沼
二
郎
は、

農
業
革
命
論
と
い
う
視
点
か
ら
こ
の
論
争
に
ふ
れ
て
い
る。

飯
沼
に
よ
れ
ば、

農
業
革
命
と
は
「
ま
ず
新
し
い
農
法
が
生
み
出
さ
れ、

次
い
で、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
農

村
社
会
が
政
策
的
に
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、

新
農
法
が
急
速
に
普
及
し、

そ
の
結
果、

農
業
生
産
力
が
急
速
に
発
達
す
る
過
払
」
で
あ
っ
た
o

こ
の
過
程
は、

イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
く
日
本

で
も
み
ら
れ、

福
岡
地
方
の
先
進
的
な
稲
作
技
術
が、

耕
地
整
理
法
に
よ
っ
て
乾
田
化
・

整
形
化

さ
れ
た
水
田
の
な
か
へ
急
速
に
普
及
し
て
ゆ
く
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る。

す
な
わ

ち、

日
本
の
農
業
革
命
は、

技
術
的
に
は
福
岡
農
法
の
全
国
的
普
及
過
程
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

飯
沼
は、

福
岡
農
法
を
横
井
時
敬
の
『
稲
作
改
良
法
』

付
録
の
「
福
岡
地
方
稲
作
法
ノ
概
要
」

に
よ
り
な
が
ら
紹
介
す
る
が、

と
く
に
そ
の
な
か
で
も
無
床
整
に
よ
る
乾
田
牛
馬
耕
の
重
要
性
を

強
調
す
る
。

そ
し
て
、

そ
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
し
て、

林
遠
里
と
勧
農
社
の
活
動

を
高
く
評
価
す
る
の
で
あ
る。

で
は、

飯
沼
は
こ
の
農
業
革
命
論
と
い
う
文
脈
の
な
か
で、

「
稲
作
論
争
」

を
ど
う
位
置
づ
け

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
に
お
け
る
近
代
農
学
の
創
始
者
と
し
て
酒
勾
の
『
改
良
日
本
米
作
法
』

と
横
井
の
『
稲
作
改
良
法
』

を
分
析
し、

彼
ら
の
遠
里
農
法
へ
の
批
判
を
紹
介
し
て
い
る。

農
学

者
た
ち
が
老
農
農
法
の
も
つ
技
術
的
な
特
性
を、

た
だ
西
洋
農
学
の
範
囲
内
で
し
か
理
解
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
な
が
ら
も、

遠
里
農
法
の
思
考
H
陰
陽
説
を
基
礎
と
し
た
自
然
観、

農
業

観
と、

そ
れ
に
よ
っ
て
理
論
づ
け
ら
れ
た
寒
水
浸
法
・
土
囲
い
法
に
関
し
て
も、

肯
定
的
評
価
は

下
さ
ず、

む
し
ろ
「
農
民
と
し
て
の
体
験
を
も
た
な
い
著
者
(
当
然
こ
こ
で
は
遠
里
が
含
意
さ
れ

て
い
る
l
注
西
村
)

だ
け
が、

陰
陽
説
に
無
批
判
に
依
拠
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
JV
し、

「
農
業

の
観
察
や
実
験
に
熱
心
な
農
民
で
あ
れ
ば、

決
し
て
そ
れ
を
盲
信
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し、

そ

こ
に
、

近
世
農
民
の
知
性、

科
学
的
精
神
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ずし
サ
と
い
う
表
現
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、

否
定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

勾~

飯
沼
の
農
業
革
命
論
か、
り
す
れ
ば、

斎
藤
と
同
じ
く、

農
学
士
と
遠
里
と
の
論
争
の
勝
敗
は
問

相
克
し
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
く
る
福
岡
農
法
の
体
系
化
と
普
及
こ
そ
が
重
要
な
の

題
で
は
な
く

7 



ら
に

で
あ
っ
た。
農
業
革
命
論
と
い
う
文
脈
の
な
か
に
は、
そ
も
そ
も
老
農
た
ち
が
依
拠
し
た
伝
統
的

思
考、
自
然
観、
農
業
観
を
評
価
し
よ
う
と
い
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
最
初
か
ら
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な

、
E16
J

か
っ
た
の
で
あ
る。

須
々
田
禁
吉
は、
「
稲
作
論
争」
の
な
か
で、
と
く
に
遠
里
の
農
法
と
船
津
の
そ
れ
と
を
対
比

し、

2

2

2

2
の
ま
ま
に

す
と
い
う
こ
と
を

ま
と
し

注

も
の
と
と
ら
え、
後
者

【
W
V

を
-
天
性
を
率
い
る」
こ
と、
す
な
わ
ち、
自
然
を
利
用
し、
自
然
を
抑
圧
す
る
こ
と
を
旨
と
し

た
も
の
と
と
ら
え
る。
こ
の
点、
両
者
の
違
い
を
「
東
洋
哲
理
の
解
釈
の
相
違」
と
考
え
た
が、

む
し
ろ、
船
津
の
場
合、
東
洋
的
な
粉
飾
は
あ
っ
た
と
し
て
も、
そ
の
自
然
観
は
西
洋
近
代
的
な

そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
こ
の
自
然
観
を
船
津
が
保
持
し
て
い
た

が
ゆ
え
に、
農
学
士
た
ち
と
の
向
調
も
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
し、
「
そ
の
時
流
を
た
く
み
に
先
取

ハ
叫HV

り
し、
積
極
的
に
適
用
し
て
い
っ
た
人
物」
と
い
う
評
価
を
生
み
出
す
結
果
に
も
な
っ
た
の
で
あ

ヲ匂。

ag

 

内
田
和
義
は、
そ
の
著
書
『
老
農
の
富
国
論
!
林
遠
里
の
思
想
と
実
践
!』
第
三
章
「
林
遠
里

の
農
法」
の
な
か
で、
基
本
的
に
は
飯
沼
の
農
業
革
命
論
の
立
場
か
ら、
こ
の
「
稲
作
論
争」
を

と
り
あ
げ
た。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
農
学
士
た
ち
の
遠
里
農
法
批
判
を
紹
介
し
な
が
ら、
フ
ェ
ス

カ
ら
に
よ
る
遠
里
農
法
に
対
す
る
評
価
l
す
な
わ
ち、
福
岡
の
慣
行
農
法
に
遠
里
の
「
迷
説」
を

加
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
農
法
!
が
何
の
検
討
も
さ
れ
ず
に、
農
業
史
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
通

説
と
し
て
承
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
疑
問
を
投
げ
か
け
た。

ハ
剖
M

内
田
は、
遠
里
の
理
論
と
技
術
を
分
離
し、
理
論
の
評
価
は
留
保
し
つ
つ、
技
術
の
「
科
学
性」

を
証
明
し
て
み
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る。
証
明
方
法
と
し
て、
作
物
学
者
菅
原
清
康
の
「
寒
水

浸
法」
の
実
験
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
一
定
の
効
果
を
唯一
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て、
そ
の
「
科
学

性」
を
実
証
し
た
と
す
る。
実、
水
浸
法
に
よ
る
弱
勢
粒
の
排
除、
そ
れ
に
よ
る
薄
蒔
き
効
果
に
つ

い
て
は、
「
論
争」
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り、
た
だ
菅
原
が
追
認
し
た
に
す
ぎ

ず、
菅
原
の
独
創
的
証
明
で
も
な
く、
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
「
科
学
性」
を
新
た
に
実
証

し
た
と
す
る
の
も、
考
え
物
で
あ
る。
と
も
か
く
も、
内
田
が
遠
里
農
法
の
内
部
に
あ
え
て
踏
み

入
り、
理
論
と
技
術
に
分
け
て、
前
者
の
評
価
を
留
保
し
な
が
ら
も、
後
者
の
科
学
性
を
「
証
明」

し
よ
う
と
し
た
態
度
は、
従
来
の
農
業
史
研
究
者
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り、
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

友
田
清
彦
は、
小
柳
津
の
『
煉
焼
土
調
和
肥
料
法』
の
改
題
執
筆
の
な
か
で、
小
柳
津
の
略
歴

内
nU》

と
と
も
に
「
焼
土
肥
料
論
争」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る。
ま
た、
熊
沢
喜
久
雄
も、
こ
の
論
争
を

紹
介
す
る
な
か
で、
そ
の
技
術
的
有
効
性
を
あ
る
程
度
評
価
し
な
が
ら、
大
内
健、
酒
勾
常
明
ら

(
日
叫

に
よ
る、
原
理
的
で
全
般
的
批
判
に
よ
り
と
ど
め
が
刺
さ
れ
た
と
位
置
づ
け
た。
し
か
し、
ど
ち

ら
に
し
て
も、
斎
藤
ら
の
こ
の
論
争
を
め
ぐ
る
論
議
の
域
を
越
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た。

そ
れ
に
対
し
て、
伴
野
泰
弘
は、
新
し
い
資
料
も
検
討
の
対
象
に
入
れ
な
が
ら、
新
た
な
レ
べ

3
0

 

ル
で
こ
の
「焼
土
肥
料
論
争」
を
考
察
し
た
の
で
あ
る一o

作
野
は、
小
柳
沖
の
「
焼一
上
肥
料
法」
を、
近
世
以
来
の
在
来
農
法
と
し
て
の
焼
土
肥
料
と
の

関
述
に
言
及
し
な
が
ら、
従
来
な
お
ざ
り
に
な
っ
て
い
た
技
術
的
な
特
質
を
明
ら
か
に
す
る。
さ

ほ
ぽ
司
時
期
の
林
述1二
度
法
を
め
ぐ
る
論
争
と
対
比
し
な
が
ら、
そ
の
論
争
の
同
質
性
と



西

洋

近

代

差

異

性

を

考

察
し
、

「

焼
土

肥

料

論

争
」

の

歴

史
的

位
置
づ

け
を

試
み

る
の

で

あ

る
。

伴

野
は
、

小

柳

津
の

焼
土

肥

料

法
が
\

健
全

な

土

作
り
J

と

し

て

「

農

薬
的
な

も
の

と

州民
法

的
な

も
の

と

を

融

合
し

た

農

法
」

と

し

て

そ
の

有
効

性

を
認
め

る

立

場
か

ら
、

農

学
士

た

ち

の

こ

の

農
法
に

対

す
る

態

度

を
「

脆

弱

な

体

質
」

と

し

て

次
の

よ

う
に

批

判

す
る
。

「

こ

う
い
っ

た

農

法

論
は
、

当

時
の

日

本
人

農

学
生

徒
・

農

学

者
た

ち
の

思

惟

様

式
、

思

考

方

法
か
、
り

す

れ

ば
、

お
よ

そ

理

解
で

き
な
い

異

次

元
・

別

世

界
の

も
の

で

あ

ろ

う
。

一

方
で

は
、

先

進

国
で

あ

る

西

洋
・

近

代

を

絶

対
化

し
、

そ
こ

で

生

み

出
さ

れ
た

科

学
の
一

分

野
で

あ

る

近

代

農

学
は

無

条
件
に

優

れ
た

も
の

と

さ

れ
、

そ

れ

を
理

解
し
、

受

容

す
る
の

に

精
一

杯
で
、

日

本
の

条

、
F2
'

件
に

即
し

て

批

判

的
に

相
対
化

し

て

摂

取
す
る

ほ

ど
の

余

裕
は

な

か
っ

た
一一、
。

さ

ら

に

伴

野
は
、

彼
ら
が
、

そ

れ

以

降
の

日

本

農

業
の

生

産

力

展

開
に

理

論

的

基

礎

を

与
え
た

こ

と

を

考
え

れ
ば
、

こ

う
い
っ

た

態

度
が
、

あ

る

種
の

「
ひ

ず
み
」

と

「

ゆ
が

み
」

を
日

本

農

業

に

刻

印
し
、

農

法

論
に

お

け
る

「

官
」

と

「

民
」

と

の

間
で

の

対

抗

関

係
と
い

う

問

題

を
、

そ
の

後
の

日

本

農

業
が

内

包

す
る
こ

と

に

な
っ

た

と

指

摘

す
る
の

で

あ

る
。

し

か
し
、

一

方
で

伴

野
は
、

こ

の

論

争
の

当

事

者
た

ち
の

肥

料

法
が
、

現

在
の

時

点
か

ら

み

れ

「
MV

ば

「

個

別
の

具

体

的

な

場

面
で
、

農
法

と

し

て

互
い

に

利

用
、

協

調
、

妥
協
で

き

ふ
〕

も
の

で

あ

っ

た

と

認

識
し

て

お

り
、

斎

藤
と

同
じ

く
、

あ

る
べ

き

姿
と

し

て
の

「

技

術
の

融

合
」

へ

の

思
い

有

機

を

語
る
。

以
上
の

研

究

史
に

み

ら

れ

る

よ

う
に
、

老

農

農

法
の

技

術
に

対
し

て
は

「

非

科

学

性
」

「

科

学

性
」

の

評
価
が

分
か

れ

る
に

し

て

も
、

彼
ら

の

技

術
を

支
え

る

思

想
リ

陰

陽

説
を

軸
と

し
た

伝

統

的

思

考

方
法
に

関
し

て
は
、

一

様
に

否
定

的
か
、

む

し

ろ

問

題
に

す
ら
し

な
い
。

し

か

し
、

思

想

・

理

論
と

技

術

を

分

離
し
、

思

想
・

理

論

を

無

視
な
い

し

は

「

詑

弁
」

と

し

て
一

蹴
し
、

そ

の

技

術
の

「

科

学

性
」

の

み

を
証

明
し

よ

う
と

す
る

方
法
が
、

は
た

し

て
、

遠
里

や

小

柳

津
の

農

法
、

そ

し

て

そ
の

ほ

か
の

老

農

農
法

を

評

価

す
る

場

合
の

方
法

と

し

て

有

効
な
の

で

あ

ろ

う
か
。

老

農

農

法
の

技

術
と

思

想

と

は

分
か

ち
が

た

く
一

体
化

し

て
い

る

に

も

関

わ

ら

ず
、

技

術
の

み

を

取

り

出
し
、

そ
の

「

科

学

的
」

有
効

性

を

云
々

す
る

方
法
は
、

分

析

的
な

近

代

科

学
的

手
法
に

よ

る

評

価
で

あ

り
、

科

学
的

根

拠
の

濃

淡
は

あ

る

と

は
い

え
、

当

時
の

農

学
士

た

ち
が

や
っ

た

手

法

と

似

た

り

寄
っ

た

り
と
い

う
べ

き
で

あ

ろ

う
。

そ

も
そ

も
、

問

題
と

さ

れ

る
べ

き
は
、

そ
の

技

術

的

有

効

性

云
々

で

は

な

く
、

む

し

ろ

伝

統

的

思

考
で

自
然

や

農

業

を

解

釈

す
る
こ

と

が
、

妥
当
で

あ

る

か

な
い

か

と
い

う
こ

と

で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

法

則

性

を
「

気
」

と

し

て

直
感
、

会

得

す
る

と
い

う
「

支

那

流
」

の

認

識
法
H

西

洋

科

学

ハ
nv

を

超

え
た

天

然

自
然
の

理

を
、

自
然

や

農

業
を

解

釈

す
る

場

合
の
一

つ

の

妥
当
な

認

識

法

と

し

て

認

め

る

か

ど

う
か

が

問

題
な

の

で

あ

る
。

斎

藤
は
、

前

述

し

た

よ

う
な

評
価

を

下
し

な
が

ら

も
、

こ

の

点
に

気
づ

い

た

数

少
な
い

研

究

者

で

あ
っ

た
。

彼
は

次
の

よ

う
に
い

う
。

「

宅

者
に

は
一

つ

の

反

省
が

あ

る
。

そ

れ
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

の

近

代

科

学
の

発

展
・

近

代
思

想
の

展

開

を
指

標
と

し

て

日

本
の

科

学
(
こ

こ

で

は

農

学
)

を

規
定

す
る
の

は

!

ー

そ
の

結

果
は

当

然

後

者
の

非
近

代

性
を

強

く
み

る
こ

と

に

な

る
l

!

果
し

て
正

し
い

の

で

あ

ろ

う
か

と
い

う
疑

念
で

内
a
v

あ

る
」

と
。

高

度

経

済

成

長
の

ま
っ

た
だ

中
の

当

時
(
一

九
六

六

年

頃
)

に

あ
っ

て
、



的

尺

度
で
日

本
に

お

け
る

伝
統
的
な
思

考
を
論
断

す
る
こ

と
へ

の

疑

問
を
投
げ
か

け
た
こ

と

自
体

そ

れ
が

「

疑

念
」

に

と

ど
ま
っ

て
い
た

と
し
て

も
、

伝
統
的
思

考
に

も
と
づ

く
日

本
農

業
の

独

自

な

展

開
を
探

求

す
る

と
い

う
研
究
の

可

能
性
を
示
唆
し
た

も
の

と
し
て

評
価
し
た
い
。

本

序

章
で

は
、

「

稲

作
論
争
」

の

な
か
で

問
い

か

け

ら
れ
た

問
題
を
、

伝
統
的
な

自
然

観
や

農

業

観
と

近

代

西

洋
的
な
そ

れ
と
の

対
抗
と
し
て

際
立
た
せ

る
意

味
で
、

「

天
性
に

従

う
か
」

「

天

性
を

率
い

る
か
」

と
い

う

象
徴
的

用

語
法
を

用
い

て
、

遠
里

農
法
に

限
っ

て

再
度

考

察

す
る

も
の

で

あ
る
。

第
二

節

林
遠
里

農
法
の

思
想
l
l

天
性
に

従

う
l
l

ま

ず
、

攻

撃
の

対

象
と
な
っ

た

遠
里
の

稲

作

改
良

法
の

背

景
と
な
っ

て
い

る
そ

の

思

想

を

概

観

内

刈町
V

し

て

お
こ

う
。

夫
寒

気
ハ

陰
ノ

極
、

陽
ノ

元
二

シ

テ
、

万

物
発
生
ノ

気
ヲ

含
メ
ル

者
ナ
レ
ハ
、

之
ヲ

播
種
ス

ル

ノ
始
卜

謂

可
シ
、

是
故
ニ
、

春
生
ジ
、

夏
茂
リ
、

秋

稔
者
ハ
、

必
ズ

冬
ヨ

リ

蒔
付

可
キ

者

ニ

シ
テ
、

家
屋
ノ

内
ニ

貯
ヘ

置
ベ

キ
ニ

非
ズ
、

(

中
略
)

稲
ハ

元

来
、

四

季
ヲ

兼
タ
ル

者
二

冬
ヨ

リ

蒔
付

難
ケ
レ
バ
、

又
ハ

土

中
ニ

囲
ヒ
、

寒

気
ニ

触
シ

メ
テ

後
、

、
ン
-
ア
、

水
ニ

浸
シ
、

蒔
付
ク
ベ

キ

ナ

リ

旧

慣
ノ

方
法
ニ

テ
ハ
、

春

暖
ニ

至

リ
テ
、

種

子
ヲ

浸
ス

事

綾
-一

二

十
日

乃
至
三

十
日
ニ

過
ズ
、

人
ニ

因
テ
ハ

葉

或
ハ

廷

等
ヲ

以
テ

覆
ヒ

温
メ
、

強
テ

甲
芽
ヲ

発
セ

シ
ム
ル

モ

ア

リ
、

此
ノ

如

キ

者
ハ
、

生
ヒ

出
レ

ド
モ

性
弱
ク
シ

テ

稔
リ

少
ナ

夕
、

且

皐

魁

陰

雨
ニ

痛
ミ

易
夕
、

是
自
然

ノ

理
ニ

逆
ヒ

テ
、

四

時
ノ

気
候
ヲ

知
ラ
シ

メ
ザ
ル
ニ

由
テ

ナ

リ
、

故
ニ

寒

中
ヨ

リ

種

子
ヲ

浸

シ
、

季

節
ヲ

待
テ

蒔
付
ベ

シ
、

斯
ノ

如
ク
ス
レ
パ
、

生
ヒ

出
テ

性

強
夕
、

其

益

多
キ
ナ

リ

寒

気
と
い

う

も
の

は
、

陰
の

極
・

陽
の

元
で
、

万

物
発
生
の

気
を

含
ん

で
い

る
た

め
、

そ
の

気

を

値

物
に

含
ま
せ

る
た

め

に
は

冬
に

種

子
を

蒔
く
べ

き
で

あ
る
。

稲
は

元
々

四

季
を

兼
ね
た

植

物

で

あ
る
か

ら
、

寒
の

気
を

含
ま
せ

る
た

め

に

冬
蒔
き
が

必

要
で

あ
る
が
、

諸
々

の

事

情
で

播
種
が

困

難
な

場
合
は
、

略
法
と
し

て
「

寒

水

浸
法
」

「

土

囲
い

法
」

を

お
こ

な
い
、

寒

気
に

触
れ
さ
せ

よ
と
い

う
の

で

あ
る
。

nHU
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「

旧

慣
」

法
で

は
、

冬
の

あ
い

だ

種

籾
を
屋

内
に

貯
蔵
し
、

春
に
な
っ

て
は

じ
め

て

浸
種
し

(
そ

れ

も
二

O
日
か

ら
三

O
日
と
い

う
短

期
間
)
、

水
か

ら
上

げ
て
か

ら

も

無
理

矢
理

発

芽
を・
つ

な
が

す
た

め

に
、

葉
や

廷
で

覆
っ

て

温
め

る

よ

う
な
こ

と

も
す
る
が
、

「

天
ノ

理
」

に

さ

こ

れ
は

か

ら
っ

て
、

種

子
に
四

時
の

気
候
を
知
ら
せ

な
い

た

め

に
、

弱
な

稲

を

育
て
る

よ

う
に
な
る
、

と
い

う
の

で

あ
る
。

文

字
ど
お

り

陰
陽

説
が

彼
の

植
物
生

育
観
の

基

礎
で

あ
る
こ

と
が

読
み

取
れ
る
で

あ

ろ

う
。

「

天
性
」

と
い

う

言

葉
で
、

法
里
は

ま
た
こ
の

植
物
生

育
観
を

次
の

よ

う
に

説
明

す

守

夫

れ

諸

般
の

草

木
一

と
し
て

種

子
よ

り
生

育
発
達
せ

ざ

る
ハ

な

し
、

故
に

草
木
の

強
弱
ハ

種

子
の

性

質
の

良

否
に

因
る
ハ

論
を

侠

ず
、

而
し
て

其
種

子
の

萌
芽

発
育
ハ
、

天
地
の

元

気
を

菓

け

来、

暑
往

来
の

作
用
に

依
て

其
固

有
の

生

気
を
保

ち
、

其
強

健
な
る

作

用
を

為

す
も
の

を
誤

り
、

其
性
に

逆

う
と

き
は
、

完
然
の

草
木
た

る

克
ハ

ず

故
に
、

「

早
魁

陰

雨
」

に

痛
み

や

す

く
、

脆

な

り
、

故
に

街

く
も
人



(

中

略
)

天

性
に

順

て

愛

育
せ

ざ

る
べ

か

ら

ず

植

物
の

強

弱
が

穂

子
の

性

質
の

良

否
に

左

右
さ

れ

る
の

は

当
た

り

前
で

あ

る
。

強

健

な

他

物

を

育
て

る
た

め

に

は
、

陰

陽
と
い

う
天
地
の

気
の

流

れ
の

な

か

で
、

そ
の

「

元

安
」

を

受

け

る
こ

と
が

肝

要
で

あ

る
。

そ

う
せ

ず
に

種

子

を

冬
の

間

暖
か
い

屋

内
に

貯

蔵
し
、

強

制

的
に

発

芽

を'
つ
な
が

す
よ

う
な

「

人
工
」

を
施

す
こ

と

は
、

天

性
に

逆

ら

う
こ

と

と

な

る
。

強

靭
で

健

康

な

植

物
を

育
て

る
た

め

に

は
、

天

性
に

順
(

従
〉

っ

て

「

愛

育
」

す
べ

き
で

あ

る

と

す
る
の

で

あ

る
。

そ

れ

故

天

性
に

従

う
こ

と
、

、
り
、

そ

れ

を

害

す
る

よ

う
な

「

人
工
」

は

強

健
な

植

物
を

育
て

ら

れ
な
い

か

彼
ガ

自
ラ

長
シ

易
キ

様
-

3

用
い

「

人
工
」

は

る

に

過

ぎ
な
い

と

す
る
の

で

あ

る
。

(

「

人

力
」
)

「

種

子
ニ

無
理
ヲ

与
ヘ

ズ
、

第
三

節

近

代

農

学
士

酒

勾

常

明
と

横

井
時

敬
の

遠
里

農

法

批

判

西

洋

農

学

を

学
び

、

「

科

学
的
」

立

場
か

ら

遠
里
の

稲

作

改

良

法
の

「

謬

論
」

批

判
の

先

駆

け

と

な
っ

た

の

は
、

『

改

良
日

本

米

作
法
』

を

著
し
た

酒

勾

常

明
で

あ
っ

た
。

彼

は

同

書
「

総

論
」

2H
O

 

の

中
で

ま

ず

次
の

よ

う
に
い

す
。

近

時

本

邦
ノ

農

業
二

於
テ

、

実
ニ

奇
々

妙
々

ナ
ル

現

象
ヲ

生
シ

、

学

問
モ

ナ

キ

若

輩
ニ

シ

テ

農

理
ヲ

談
シ
、

或
ハ

経
験
モ

ナ

キ

老

爺
ニ

シ

テ

農
ノ

実
地

ヲ

説
ク

ナ

リ
、

(

中

略
)

自
己

ノ

利
ヲ

営
ミ
、

又

多
ク

ノ

人
ニ

談

話
ス
ル

モ

宜
シ

キ
コ

ト

ナ

レ

ト
モ

、

己
ニ

其

資

格
ナ

ク
シ

テ
、

鉄
面

皮
ニ

モ

老

農
ヲ

任
シ
、

又
ハ

学

者
ヲ

気
取

リ
テ

全

国
ヲ

俳
佃
ス
ル
ニ

於
テ
ハ

、

実
ニ

其

大

胆
ニ

驚
ク
ニ

外
ナ
シ
、

其
人
一

個
ハ

兎
モ

角
モ

、

実
ニ

其

人

ノ

談
ヲ

聴
キ

、

又

其
人

ノ

書

物
ニ

眼

ヲ

触
レ

タ
ル

農

家
ハ

、

之
カ

為
メ

種
々

ノ

浮

説

謬

論
ニ

迷
フ

テ
、

知
ラ

ス

識
ラ

ス

莫

大
ノ

損
ヲ

ナ
ス
ニ

至
テ
ハ

農

家
ノ

為
ニ

歎
ス

可
キ

ノ
ミ

ナ
ラ

ス
、

本

邦
ノ

農

業
ニ

取
テ

容

1 1 

易
ナ

ラ

サ
ル

次

第
ナ

リ

こ

こ

で

は
、

遠
里

を

名

指
し

せ

ず
、

の

各

論
と
の

兼
ね

合
い

で

考
え

れ
ば

、

記

述

さ

れ
て
い

る
。

「

経

験
モ

ナ

キ

老

爺
」

で

「

鉄

面

皮
ニ

モ

老

農
ヲ

任
シ
」

た

林
遠
里

が
、

全

国

を

巡

回

し
、

農

民
に

「

浮

説

謬

論
」

を

説
い

て

ま

わ

る
こ

と

は
、

農

家
に

莫

大
な

損

失

を

与
え

る

だ

け
で

な

く
、

「

本

邦
ノ

農

業
ニ

取
テ
」

ゆ
ゆ

し

き

事

態
で

あ

る

と
、

彼

は

嘆
息

し
つ

つ

憤
る

。

彼

は
、

各

論
「

種

子
ノ

貯

蔵
」

に

お
い

て
、

か

え

す

万
で

遠
里
の

「

寒

水
浸

法
」

と

「

土

囲
い

法
」

を

次
の

よ

う
に

批

判

す

勾ω

人
工

ヲ

以
テ

不

適

当
ノ

保

護

法

及

貯

蔵

法

ヲ

施
ス
ニ

於
テ
ハ

、

種

子
ノ

保

護
ニ

ア
ラ

ス
、

反

テ

玩

弄
ニ

シ

テ

種

子
ノ

為
ニ

ハ

甚
タ
迷

惑
ナ
ル

次

第
ナ

リ
、

(

中

略
〉

軌
近

某
ノ

謂
ハ

ユ

ル

夫、

水
浸

、

上

回
ノ

法
ハ

、

巳
ニ

前

陳
ニ

ヨ

リ
テ

無

益

有

害

タ
ル
コ

ト

知
ル
ヘ

シ
、

(

中

略
)

今

仮
ニ

某
ノ

方

法
ニ

ヨ

リ

寒

中
種

子
ヲ

貯
フ

レ
ハ

、

陰

陽
ノ

気
ア

リ

テ

之
ニ

四

時

(

春

夏

秋

冬
1

1

注

西

村
)

ノ

気
ヲ

合
ム

ト
ス
ル

モ
、

其
之
ヲ

含

有
セ

シ
ム

ル

ノ

時

期
ヲ

誤

リ

タ
ル

モ

ノ

ト

云
ハ

サ
ル

ヲ

得
ス

一

般

論
と

し

て

述
べ

ら

れ
て
い

る

よ

う
で

あ

る

が
、

明
ら
か

に

遠
里

を

射

程
に

入

れ
、

後

述

否
、

強

烈
に

意

識
し

て



其

米
ハ

春
生
シ
テ
秋
枯
レ
、

春
夏
秋
ノ
寒
暖
ノ
変
化
ヲ
受
ク
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ハ

、

四
時
ノ
気
ヲ
含

マ
ス
ル
ハ

無
益
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

、

稚
苗
ハ
一

回
ノ
春
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ル
カ
故
ニ

、

到
底

、

夏

秋
ノ
気
候
ニ

耐
ユ
ル

性
ヲ
附
与
ス
ル
ハ

望
ム
へ

カ
ラ
ス

、

是
故
-
て

此
等
ノ
空
理
ニ

迷
ハ
ス

、

又
之
ニ

依
頼
セ
ス

、

健
康
ノ
種
子
ヲ
以
テ
健
康
ノ
培
養
ヲ
ナ
ス
コ

卜
必
要
ナ
リ

陰
陽
説
と
い
う
「
空
理
」

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
遠
里
の
「
寒
水
浸
法
」

「
土
囲
い
法
」

は
無
益

有
害
で
あ
る
こ
と

、

仮
に
気
の
含
有
に
つ
い
て
認
め
る
と
し
て
も
、

稲
は
春
夏
秋
三
時
の
変
化
を

受
け
る
も
の
で

、

「
四
時
ノ
気
」

を
含
ま
せ
る
こ
と
は
時
期
を
誤
っ

て
い
る

、

ま
し
て
稚
苗
は
春

一

回
だ
け
あ
る
も
の
で

、

冬
は
い
う
に
お
よ
ば
ず 、

夏
秋
の
気
候
に
耐
え
る
性
を
与
え
る
こ
と
は

望
ま
し
く
な
い
と
す
る
の
で
あ
る

。

酒
勾
は

、

遠
里
農
法
に
対
し
て
「
寒
水
浸

、

土
囲
ノ
法
ハ

、

《
活
M

古
来
例
ナ
キ
悪
法
」

と
ま
で
言
い
切
る

。

横
井
時
敬
の
場
合
は

、

酒
勾
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
遠
里
農
法
批
判
の
手
法
と
は
い
さ
さ
か
趣
が

、
F3
，

異
な
っ

て
い
た

。

横
井
は

、

酒
勾
の
遠
里
農
法
批
判
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
い
一
九ゲ

此
ノ
如
キ
ノ
断
定
ヲ
ナ
ス
ニ
ハ

、

事
実
ヲ
排
斥
ス
ル
ニ

足
ル

丈
ケ
ノ
証
拠
ナ
カ
ル

可
カ
ラ
ス

、

今
ヤ
充
分
ノ
証
拠
ヲ
掲
ケ
サ
ル
ナ
リ
、

而
テ
独
リ

思
想
ニ

因
テ
其
得
失
ヲ
判
断
ス
ル
ノ
ミ
力

、

内
電
電JW

直
チ
二
一

筆
ニ

抹
消
シ
去
テ

、

「
悪
法
ノ
極
」

卜
迄
テ
極
論
ス
ル
ハ

、

寧
ロ

失
言
ニ
ハ

ア
ラ

サ
ル

乎
。

余
輩
ハ

固
ヨ
リ

学
理
ノ
貴
重
ナ
ル
ヲ
確
知
ス
ル

者
ナ
リ
ト

難
ト

モ
、

余
輩
ノ
知
ル

所
ハ

未
タ
遠
ク
其
知
ラ
サ
ル

所
ノ
多
キ
ニ

如
カ
サ
レ
ハ

、

我
世
紀
ノ
所
謂

、

学
理
ニ

此
ノ
如

キ
大
胆
ナ
ル

判
決
ノ
権
ヲ
許
ス
ヘ

キ
ヤ
否
ヤ
ハ

、

余
輩
ノ
未
タ
知
ラ
サ
ル

所
ナ
リ
、

且
ツ
彼

両
法
ハ

種
子
ノ
腐
敗
ヲ
来
タ
ス
カ
為
メ
一
て

梢
々

実
際
上
ニ

利
益
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
カ
如
キ
ノ

看
ア
レ
ハ

、

余
輩
ハ

直
二

、

該
著
者
二

雷
同
ス
ル
事
能
ハ

ス
、

更
-一

進
ン
テ
其
利
害
得
失
ヲ

研
究
セ
ン
ト

欲
ス
ル
ナ
リ

酒
勾
の
よ
う
な
断
定
を
お
こ
な
う
に
は

、

実
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
証
拠
が
な
い

。

証
拠
が
な
い

上
に

、

た
だ
「
思
想
」

に
よ
っ

て
判
断
す
る
だ
け
で

、

一

蹴
の
も
と
に
「
悪
法
ノ
極
」

と
ま
で
極

言
す
る
こ
と
は
失
言
で
は
な
か
ろ
う
か

、

と
批
判
す
る

。

「
学
理
」

に
つ
い
て
も
、

横
井
は
そ
の

貴
重
さ
を
確
信
し
な
が
ら
も 、

証
拠
な
し
に
そ
の
よ
う

に
断
定
す
る
権
利
を
「
学
理
」

は
有
し
て
い
な
い
と
述
べ

、

教
条
的
な
「
学
理
」

信
奉
を
批
判
し

て
い
る

。

そ
の
上
で

、

遠
里
農
法
に
つ
い
て
の
利
害
得
失
を

、

実
験
に
も
と
づ

き
研
究
す
る
と
い

う
み
ず
か
ら
の
「
科
学
的
」

態
度
を
強
調
す
る
の
で
あ
る

。

横
井
は

、

実
験
を
経
過
し
た
後
の
明
治
二
五
年
(
一

八
九
二
)
一

月
の
『
稲
作
改
良
法
一

(
再

版
)

の

増
補
部
分
で

、

遠
里
の
両
法
の
有
効
性
に
つ
い
て
「
此
両
法
ハ

、

多
少
ノ
危
険
ヲ
冒
カ
シ
、

多
少
ノ
手
数
ヲ
費
ヤ
シ
テ

、

必
ス
之
ヲ
行
フ
ベ
キ
程
ノ
価
値
ヲ
有
セ
サ
ル
事
確
然
ナ
リ
ト

ス
べ
、
九
J》

と
し
て

、

実
質
的
に
否
定
し
て
い
る

。

そ
れ
で
は

、

彼
は
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、

遠
里
ら
の

自
然
観
を
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

『
稲
作
改

内山

市
』

の
「
極
チ
貯
蔵
」

の
項
目
で
は

、

自
然
界
の
原
則
と
し
て
の
優
勝
劣
敗
説
を
ま

ず
展
開
す

れQ。

凡
ソ
生
物
ハ

其
卵
ヨ
リ
老
熟
一一

至
ル

在
、

間
断
ナ
ク
害
物
ノ
必
ス
之
レ
ニ

障
害
ヲ
試
ム
ル

者

ナ
レ
ハ

、

則
チ
其
生
息
ヲ
得
ル
ニ
ハ

、

必
ス
之
ヲ
雌
伏
セ
サ
ル

可
ラ
ス

、

若
シ
之
ヲ
雌
伏
ス

ル

能
ハ

サ
ル
ト

キ
ハ

小
ナ
レ
ハ

則
チ
病
ニ

擢
リ
、

大
ナ
レ
ハ

則
チ
発
死
ヲ
免
レ
ス

、
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そ
の

酒
勾
に
よ
る
遠
里
の
寒
水
浸
法

、
土
囲

い
法
に
対
す
る
態
度
を
批
判

山
然
観
に
対
す
る
批
判
で
は

、
実
に
共
通
し
た
立
場
を

と
っ

た
の
で
あ
る。

類
悉
ク
然
ル
カ
若
キ
場
合

ニ
ノ

、
其
子
孫
絶
滅
ス

、
所
謂
優
勝
劣
敗
是
レ
ナ
リ

す
べ
て
の
生
物
は
自
然
界
の
「
優
勝
劣
敗
」
の
原
則
か、り
し
て

、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ

て
障
害

を
与
え
る
者
を
「
雌
伏」
す
る
こ

と
、

す
な
わ
ち

、
人

工
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
な
し
に
は

、
病

気
に
か
か
る
か
挺
死
す
る
し
か
な
く
、

そ
れ
が
類
に
お
よ
ん
だ
場
合
に
は

、
子
孫
が
絶
滅
す
る

と

い
う
の
で
あ
る。

jレfこ
可 「稲
ラ 防 の
ス 害場

、 ノ 合
豆 備

ニ」 人
特も間
別 弱 の
ノ く貴
注 な 重
意り な
ヲ 、 食

為 「料
サ 今と
、 日 す

jレ ノ る
へ 稲 た
ケ 種め

ン 子 の
ヤハノ 「
」ぎ保人

と 護為
し ハ 淘
て 、 汰

、 人」
人工
工ニ

の 待
保 ツ
護者本
の ナ 来
必 リ 備
要 ト わ
性 云 つ
を ハ て
強 サい

の
た
め

、

調
す
る。

横
井
は
遠
里
ら
の
「
自
然
論
ナ
ル

者
」

を
批
判
す
る
の
で
あ

苛

其
大
意
(
自
然
論
の
大
意
l

注
西
村)

ニ
云
夕

、
稲
種
子
ヲ
室
内

ニ
貯
蓄
ス
ル
ハ
不
可
ナ
リ
、

宜
シ
ク
自
然
ノ
業

為
ニ

倣
フ
テ

、
水
中
又
土
中

ニ
貯
蓄
ス
ヘ
シ
卜
、

此
論
タ
ル
ヤ
曾
テ
著

者

カ
論
シ
タ
ル
馬
ヲ
唐
犀

ニ
求
ム
ル
カ
如
キ
事

ニ
シ
テ

、
既

ニ
過
去
タ
ル
性
質
ヲ
追
テ

、
尚
ホ

今
日

ノ
性
質
卜

看
倣
ス
ノ
誤
見

ニ
出
ツ
ル

ニ
過
キ
サ
ル
ナ
リ
、

昔
日

ノ
稲
ハ
今
日

ノ
稲
ニ

ア

今
日

ノ
者
ニ
対
ス
ル

ニ
、

昔
日

ノ
計
ヲ
以
テ
セ
ン
ト

欲
ス

、
誰
レ
カ
之
ヲ
是
認
ス
ル

而
テ
尚
ホ
此
論
ヲ
主
張
ス
ル
ハ
思
ハ
サ
ル
ノ
甚
シ
キ

者
ノ
ミ
、

再
思
シ
テ
可

以
上
を
前
提
に
し
て

、

ラ
ス

、

者
ア
ラ
ン
ヤ

、

ナ
「
自
然
論

者」
(
遠
里
を
筆
頭

と
し
た)
が

い
う
「
自
然
ノ
業

為
ニ

倣
フ

」
と
い

う
こ

と
は

、

変
化
発
展
し
た
性
質
を

も
っ

、
す
な
わ
ち
「

人
為
淘
汰

」
さ
れ
た
「
今
日

ノ
稲」
の
性
質
を

、
い

ま
だ
自
然
の
状
態
に
あ
っ

た
「
昔
日

ノ
稲

」
の
性
質

と
同
じ

も
の

と
考
え
よ
う

と
す
る
こ

と
と
同

じ
で

、
「
今
日

ノ
者」
を
「
昔
日

ノ
計

」
で
解
釈
し
よ
う

と
す
る
「
誤
見
」
で
あ
る

と
す
る。

横
井
が

、
以
前
に
論
じ
た
例
え

と
し
て
あ
げ
た
「
馬
ヲ
唐
慰

ニ
求
ム
ル
カ
如
キ
事
」

と
い

う
言

葉
は

、
『
荘
子』
の
外
篇
「
田
子
方
篇」
か
ら
の
借
用
で

、
そ
れ
自
体
は
「
取
引
の
終
わ
っ

た
が

23
 

ら
ん
ど
う
の
馬
市
に
行
っ

て
馬
を
さ
か
す
よ
う
な

も
の
だ
」

と
翻
訳
さ
れ
る
部
分
で
あ
る。
こ
の

部
分
だ
け
を

と
っ

て
み
れ
ば

、
横
井
の
主
張
の
よ
う
に

、
自
然
論

者
の
無
駄
で
徒
労
な
こ
じ

つ
け

を
郷
検
す
る
表
現

と
し
て
引
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
か

も
し
れ
な

い。
し
か
し
、

『
荘
子』

に
は

、
こ
の
言
葉
に
続

い
て
「
わ
た
し
は
そ
な
た
の
こ

と
を
心
に
か
け
て

い
る
が

、
そ
れ
で
い
て

〔
そ
の
形
は〕
ど
ん
ど
ん
忘
れ
て

い
く。
そ
な
た

も
わ
た
し
の
こ

と
を
思

い
な
が
ら
、

そ
れ
で

い

て
ま
た
ど
ん
ど
ん
忘
れ
て

い
く。
け
れ
ど

も
、

そ
な
た
は
何

も
心
配
す
る
こ

と
は
な

い。
古

い
私

の
形
は
忘
れ
て

も
、

わ
た
し
に
は
忘
れ
ら
れ
な

い
も
の
l
l

形
の
変
化
を
超
え
て
そ
れ
を
つ
ら
ぬ

ハ
ム包

く
一
つ
の

も
の
l
l

が
、

ち
ゃ

ん
と
存
在
し
て
い
る
の
だ」

と
記
述
さ
れ
て

い
る。

こ
こ
で
は

、
形
が
変
化
し
、

そ
れ
が
次
々

と
忘
れ
ら
れ
よ
う

と
も

、
形
の
変
化
を
超
え
て
貫
か

れ
る
「
忘
れ
ら
れ
な

い
も
の」

、
す
な
わ
ち

、
自
然
界
に
お
け
る
万
物
斉
同
の
絶
対
的
理
法
が
存

在
す
る
こ

と
を
説

い
て

い
る
の
で
あ
る。
そ
れ
は
天
性

と
読
み
替
え
て

も
い
い
で
あ
ろ
う 。

事
実
を
考
え
る
だ
け
で

も
、

辺
代
農
学
士
の
ご
都
合
主
義
的
東
洋
哲
学
の

し
て
知
る
べ
し
で
あ
る。

と
も
か
く

も
、

こ
の

「
解
釈

」
を
我
々
は
押

賞
件
ま

{
i
l
 

し
な
が
ら

も
、
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樹

木
に

さ

げ
る

斎

藤
は
い

う
、

「

農

学
者
の

自
然
観
は

明
ら
か

に

『

自
然
』

を

客
体
と

し

て

把
握
し
、

そ
の

運

動

を

法
則
と

し

て

定

式

化

し

よ

う
と

す
る
・

陰
陽
説
を

払
拭
し
た

思

想
で

あ

る
c

農

学

者
の

し

ば

し

ば
い

う
『

学
理
』

と

は

自
然
の

法
則
の

認

識
で

あ

り
、

農
学

者
に

と
っ

て

は

学
理
の

み
が

自
然
の

ハ

わ叫「一v

運

動
の

最
も
正

し
い

反

映
な
の

で

あ
る
i
i

以
上

が

農
学

者
の

自
然
法
で

あ

る
と
い

え
よ

う
」

と
。

第
四

節

船

津

伝

次

平
の

思

想
l
l

天

性
を

率
い

る
!
!

こ

う
い
っ

た

彼
ら
の

自
然

観
は
、

近

代

農
学
が

輸
入
さ

れ
、

そ
の

陶

冶
を

受

け
る

過

程
で

受

容

・

形

成
さ

れ

て
い
っ

た

と

考
え

ら

れ

る
が
、

一

方
で

は
、

彼
ら
の

実

業
の

師
と

し

て
そ
の

指

導
に

ハ

必

あ
た
っ

た

船

津

伝

次

平
の

自
然

観

も

影

響
し

て
い

た

と

考
え

ら

れ
そ

そ
こ

で
、

船

津
の

遠
里

ら

の

自
然

観
に

対

す
る

批

判
点

を

確
認

し

な

が

ら
、

彼
の

自
然

観
を

浮

き

彫

り
に

し

て

み
た
い
。

速
里

が

前
述

し
た

よ

う
に
「

天
の

理
」

|

天

性
に

従

う
と
し

て
、

「

寒

水
浸
し

法
」

「

土

囲
い

法
」

の

合
理

性

を

説

明
し
た
の

に

対
し

て
、

船

津
は
、

次
の

よ

う
に
い

え》O

夫

れ

動

植

物
と

も
に
、

人
々

の

都

合
宜
し

き

様
に

性

質
を

率
ゐ

て
、

以
て

需

要
の

道

を

計
る

べ

し
、

例
へ

ば
、

牛
の

鼻
を

穿
ち

て

藤

蔓
を

附

け
る

も
之

を

率
ゐ

る
な

り
(

中

略
)

又

蜜

柑
を

枚

殻
の

台

木
に

接

木
し
た

る

も
の
ハ

頼
小
さ

く
し

て
、

檀
の

台
に

接

木
し
た

る

も

の

は

巨

大
な

る

結

果
を

得
た

る

故
に
、

近

来
ハ

香
類

を

燈
の

台
に

接

ぐ
こ

と
ハ
、

最
も

流

行

と

な

れ

り
(

中

略
)

動

植
物
と

も
に
、

其

性

質
の

在
る

処

を

考
え
、

率
い

て

以
て

需
用
の

道

を

図
る
ハ
、

農

事
上

の

要
務
に

し

て

萄

も
忽

諸
に

附
す
べ

か

ら

ざ

る

事
な

り
、

然
る

を
、

性
に

従
ふ

な

ど

唱
え
、

保

護
を
怠
た

る

時
ハ
、

動

植

物
と

も
退

去
し

て
、

遂

に

或
ハ

消

滅

す
る
に

計
る
べ

か

ら

ず
、

察
せ

ざ

る
べ

か

ら
ざ

る
な

り

遠
里
の

い

う
「

性
に

従
ふ
」

と
い

う
こ

と

は
、

動

植

物
に

保

護
を

与
え
な
い

こ

と

を
意

味
し
、

そ

れ

ら

が

退

去
し

消

滅

す
る
の

を
、

手

を
こ

ま

ね
い

て

見
過
ご

す
こ

と

と

な

る
。

農

業
の

要

務
は
、

動

植

物
の

性

質
を

人

間
に

と
っ

て

都

合
よ

く
「

率
い

て
」
、

「

需
用
の

道
」

を

図

り
、

生

産

力
を

高
め

る
こ

と

な
の

で

あ

る
、

と
い

う
の

で

あ

る
。

彼
の

稲

作

啓

蒙

書

で

あ

る
『

稲

作
小

言
』

の

中
で

は
、

遠
里

農

法
へ

の

批

判
は
、

ま
た

次
の

よ

門

紙
制
V

う
に

語
ら

れ
て
い

るd

塩

水

撰
み
ハ

種

子
を

害
す
の
、

倉

庫
に

か
こ

ふ
ハ

其
理
に

背

く
の
、

舎
外
に

囲
ふ

の
、

土

中

に

か
こ

ふ

の
、

水

中
に

囲
ふ

の
、

寒

水

浸
し
の
、

樹

木
に

提
る
の
、

四

季
の

気
候
を

種

子
に

し

ら

す
の
、

大
豆
の

俵
に

種

籾
い

る

れ
バ

発

芽
ハ

し

な
い

の
、

生

立

し

な
い

の
、

ひ

た

し
の

長

き
ハ

穂
の

出
が

早
い

の
、

な

ど

と

申
し

て

貴
人

を
あ
ざ

む

き
、

農

家
を
迷

は

す
、

徒
労
の

世

話
ゃ

く

御

方
が

多

く
て
、

当
惑

し

ま

す
よ

水

中
に

四
ふ

も
、

土

中
に

か
こ

ふ

も
、

す
っ

ぽ

り
や
め

に

し
、

植
た

ら

大

概
七
八

日

よ

り
二

十
日

目

以

内
に
、

気

候
に

注

意

し
、

蟹
爪
っ

か
つ

て

四
五

日

ほ

ど

経
て
、

よ

く
か

き
ま

わ

し

て
、

土

塊

を

砕
き
て
、

其

後

草
を
と

り
、

水
か

け
水
ぼ

し

ほ

ど

よ

く

す
る
な

ら
、

ハ

疑
ひ
こ

れ
な

し

(

中
略
)

今

更
む
か

し
の
、

収
穫

多
き

野
生
の

積

り
で
、

水

中
に

囲
ふ

の
、

土

中
に

か
こ

ふ

の
、

1 4 



現
代
農

業
が

抱
え
る

様
々

な

問
題

を

凝
視
し
な
が

ら
、

農

業
そ

し

て
そ
の

発

展
と
い

う

も
の

を

考
え
た

場
合

、

「

稲
作
論

争
」

で

「

天
性
に

従

う
」

か
「

天

性

を
率
い

る
」

か

と
い

う
論

議
は

、

決
し

て

近

代
農

学

確
立

期
の
一

時

的

問
題
で

は
な

く
、

極
め

て

現
代
的
問
題
に

関
わ
っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

る

で

あ

ろ

う
。

自
然
と

農
業

を
見
る

老

農
た

ち
の

ま
な

ざ

し
は

、

近

代
農
学

、

近

代
農
法
の

覇
権
が

確
立

し
た

以

後
の

農

業
近

代
化
の

過

程
の

な
か
で

消
え

去
っ

た
の

で

は
な

く
、

主

流
で

な
い

に

し

て

も

伏
流

と
し

て
一

定
の

地

域
で

農

民
か

ら

支
持
を

受
け
な
が

ら

継
承
さ

れ
て
い
っ

た
。

そ
の

流
れ
は

、

戦

後
の

農

業
基

本
法
の

下
で

異
端
視
さ

れ
な
が

ら

も
、

近

年
い

わ
ゆ

る

「

有

機
農

業
」

と
し

て
、

担

い

手
を

変
え
な
が

ら

も
、

再
興
さ

れ
つ
つ

あ
る

。

わ

れ
わ
れ
は

、

「

農

業
を
工

業
の

下

位
に

お

く

古
い

近

代
化
理

念
か

ら

離
れ

、

農

業
こ

そ

人

類

内
mv

に

も
っ

と

も
適
し
た

生

業
形
態
で

あ
る
」

と
い

う
新
し
い

視
点
か

ら
、

今

後
あ
る
べ

き

農

業
を
み

つ

め

る

ま
な

ざ

し
け1

思
忽

を
創

り
上

げ
ね
ば
な
ら
な
い

。

そ
の
た

め

に

は
、

日

本
に

お

け
る

農

業

近

代
化
の

過
符

を
、

近

代
農
学

、

近

代
農
法

確
立

期
ま
で
さ
か
の

ぼ

り
再

考
し
な
が

ら
、

新
た

に

寒

気
を
し

ら

す
の

、

気
候
を
し
ら
す
の

、

な
ん

ど
と

唱
て
心

配
な
さ

る

反
て
迷

惑
、

を

野
に

飼
ひ

、

牛

馬
を
雪
中
野
山
に

放
つ

も
同
然
た

る
べ

し
、

舎
外
に

囲
ふ
ハ

迷

惑
、

迷

惑

頭
か

ら
こ
こ

で

は

遠
旦

農
法

を
問
題
と
せ

ず
、

そ
の

方
法
は
「

蚕
を

野
に

飼
ひ

、

牛
馬
を

雪
中

野
山
に

放
つ

も
同
然
」

と

言
い

放
つ

の

で

あ
る

。

す
な

わ
ち

、

農

業
と
い

う
「
な

り
わ
い
」

で

は
、

天
性
に

従

う
の

で

は
な

く
、

人

間
が

自
然

を

抑
圧
し
、

コ

ン

ト
ロ

ー
ル

す
る
こ

と
が

必

要
で

あ
り
、

そ
の
こ

と

に

よ

り
生

産

力
の

発

展
を
達

成

し

て
い

く
と
し
た
の

で

あ
る

。

こ

れ
ら
の

自
然

観
は

、

自
然
と

人

間

を
対
置
し
、

相
対
化

す
る

文

字
ど

お

り
近

代
西

洋
哲
学
に

お

け
る
二

元

論
的

発
怨
で

あ
り
、

現
代

科
学
が

基
礎
に

お

く
西

洋
哲
学
的
な
思

考
に

慣
、
り

さ

れ
た

我
々

に

と
っ

て
、

な
ん

ら

目
新
し
い

も
の

で
は
な
い

が
、

日

本
の

近

代
化
(

西

洋
化
)

が

急
速
に

追
い

求
め
ら
れ
て
い

た

時
代
に

、

い

わ
ば

明
治
の

老

農
を
代
表
す
る

と
さ

れ
る

船

津
の

口
か

ら

発

せ

ら

れ
た
こ

と
に

大

き
な

歴
史
的
意

味
合
い

が

あ
る
の

で

あ
る

。

「

天
性
に

従

う
か
」

「

天
性
を
率
い

る
か
」

と
い

う
問
題
は

、

東

洋

哲
理
の

解
釈
の

問

題
で

は

な

く
、

東
洋
哲
学
的

自
然

観
に
立
つ

か
、

西

洋
哲
学
的

自
然

観
に
立
つ

か

と
い

う
、

す
な

わ
ち

、

「

今

更

む
か

し
の
」

在

来
の

老
農
の

普
遍

的
思

考
の

延
長

線
上
で

農

業
を
み
つ

め

る
か

、

西

洋
的

自
然

観
を
基

礎
と
し
た

西

洋
農
学
の

立

場
か

ら

農

業
を
み
つ

め

る
か

、

と
い
っ

た

問
題
に

帰

着
す

る
の

で

あ
る

。

の

蚕

船
津
は

明
治
三

大
老

農
の
一

人
と

称
せ

ら
れ
な
が

ら
、

西

洋
農
学

者
の

側
に
立

ち
、

彼
ら
が

実

業
的
基

盤
H

老

農
的
基

盤

を
形
成
す
る
上
で

積
極
的
に

援
助
し
た
の

で

あ
る
(

福

岡
時

代
の

横

井

に

対
し

て
の

菊
池
六

朔
や

、

一

時
期
の

高
原
謙
次
郎
の

よ

う

九
。

そ
の

意

味
で

、

船

津
の

立

場

は
、

遠
里
が

あ
の

よ

う
な

烈
し
い

攻
撃
に

晒
さ

れ
な
が

ら

も
老

農
的
か

た

く
な
さ
と
ま
な

ざ
し

を

持
ち
つ

，
つ

け
た

立

場
と

は
、

実
に

対

象
的
な

様
相

を
呈
し
た
の

で

あ
る

。
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よ
り
引
用。

光
を
政
ち
つ
つ
あ
る
老
農
た
ち
の
ま
な
ざ
し
か
ら、

「
健
全
」

な
農
業
の
流
れ
を
追
わ
ね
ば
な
ら

な
い
の

わ
れ
わ
れ
の
林
遠
里
H
勧
農
社
研
究
の
意
義
は、

ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。

‘
 
••

 
，

 
i

 
{

 

園
田
英
弘
『
西
洋
化
の
構
造
l
黒
船
・

武
士
・

国
家
l
』

閣
出
版
)

三
頁
よ
り
引
用。

ω

伴
野
泰
弘
が
「
明
治
前
期、

焼
土
肥
料
論
争
の
歴
史
的
位
置
」

(
近
刊
予
定
)

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

論
争
と
は
い
い
な
が
ら、

論
争
と
し
て
の
ま
と
も
な
体
を
な
し
て
お
ら

ず、

近
代
農
学
士
た
ち
が
一

方
的
に
公
的
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
攻
撃
す
る
の
み
で
、

公
的
な

反
論
権
が
老
農
た
ち
に
は
保
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

「
稲
作
論
争
」

は
本
章
で
考
察
す
る

論
争
以
外
に
、

ま
た
副
次
的
で
は
あ
る
が
、

横
井
時
敬
が
稲
種
選
種
法
と
し
て
編
み
出
し
た

「
塩
水
選
種
法
」

の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て、

一

時
期、

酒
勾
と
横
井
と
の
間
で
論
争
が
み
ら
れ

た
が
、

横
井
の
そ
の
方
法
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
形
で
収
束
す
る
(
『
明
治
農
書
全
集
』

第
一

巻、

「
稲
作
」

所
収、

須
々
田
禁
吉
執
筆
「
解
題
」

参
照
)
。

川

伴
野
前
掲
論
文
参
照。

間

『
日
本
農
業
発
達
史
』

第
二
巻
(
昭
和
二
九
年
三
月、

中
央
公
論
社
)

所
収。

ω

斎
藤
の
論
議
に
関
し
て
は
、

①
「
農
業
技
術
を
め
ぐ
る
農
学
者
と
生
産
者
の
思
想
と
思
考
」

(
『
農
業
総
合
研
究
』

第
二
O
巻
第
三
号、

昭
和
四
一

年
七
月、

所
収
)
、

②
『
日
本
農
学
史

l
近
代
農
学
形
成
期
の
研
究
l
』

(
大
成
出
版
社、

一

九
六
八
年
一

O
月
)

を
参
照
し
た
。

ω

斎
藤
前
掲
論
文
①
六
O
頁
よ
り
引
用
。

川

斎
藤
前
掲
書
②
二
九
三
頁
よ
り
引
用
。

け

同
前
向
頁
よ
り
引
用。

小川

『
明
治
の
群
像
』

第
七
巻
「
産
業
の
開
発
」

(
一

九
七
一

年
一

二
月、

三
一

書
房
)

所
収、

七
四
頁
よ
り
引
用
。

日刊

同
前
八
八
頁
参
照
。

川

飯
沼
二
郎
『
農
業
革
命
の
研
究
1
近
代
農
学
の
成
立
と
破
綻
!
』

(
昭
和
六
O
年
八
月、

農

山
漁
村
文
化
協
会
)
、

一

三
九
頁
よ
り
引
用o

m

同
前
五
五
七
頁
よ
り
引
用
。

附

同
前
五
七
六
頁
よ
り
引
用。

一川

飯
沼
の
老
農
評
価
の
基
準
は、

近
世
期
以
来
の
老
農
た
ち
の
一

般
的
思
考
で
あ
っ
た
陰
陽
説

や
草
木
雌
雄
説
に
対
し
て、

み
ず
か
ら
の
体
験
に
照
ら
し
て
矛
盾
す
る
場
合
に
、

陰
陽
説
な
ど

を
疑
問
視
し
、

自
己
の
体
験
を
優
先
さ
せ
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
(
同
前
五
五
七
頁
参
照
〉
。

附

た
だ
し
、

飯
沼
の
研
究
に
は、

現
代
農
業
へ
の
辛
競
な
批
判
を
背
景
と
し
た
有
機
農
業
論
が

あ
る
。

こ
こ
で
は
伝
統
に
も
と
づ
く
日
本
農
業
の
近
代
化
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
が
、

の
文
脈
と
農
業
革
命
論
で
の
文
脈
と
は
必
ず
し
も
整
合
性
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

川山

『
明
治
農
書
全
集
』

第
一

巻
一
稲
作
」

(
昭
和
五
八
年
八

、

農
山
漁
村
文
化
協
会
)

「
解
題
」

三
五
」ハ
頁
よ
り
引
用。

m

同
前
向
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ハ

了
よ

り
引
用

。

Mm

同
前
三

五

七

頁
よ

り
引
用

。

川

筑
波
前
掲
章一日
七
四

頁
よ

り
引
用

。

凶

一

九
九
一

年
一

O
月、

鹿
山
漁
村
文
化
協
会

c

削

西
洋
的
な

自
然

観
と
の

対
比
で

遠
里
の

思
怨

を
一4
日

本
的

自
然

観
」

と
し
て

、

近
感
を
う
か
が

わ
せ

る
が
(

同
前
六

三

頁
)

、

そ
こ

に
と
ど
ま
っ

て
い

る
。

匂

『

明
治
農
卦一回
全

集
』

第
一

O
巻
「

土

壌
肥
料
」

所
収
一

解
題
」

(

昭
和
五
九

年一

漁

村
文
化

協
会
)

参
照

。

間

叢
書
『
近

代
日

本
の

技
術
と
社

会
』

第
一

巻
「
稲
作
の

技
術
と

理

論
」

所
収
(

六

月
、

平
凡

社
)

第
三

章
「

土
壌
と

肥
料
」

参
照

。

国

伴
野
前

掲
論

文
参
照

。

仰

向
前
論

文
よ

り
引
用

。

悩

同
前
論

文
よ

り
引
用

。

制

『
明
治
農

書
全

集
』

第
一

O
巻
「

月

報
」

(
一

九
八
四

年
二

月
〉

所
収

、

津
野

幸
人
「

小
柳

津
勝
五

郎
の

魅
力
と

悲

劇
」

参
照

。

ω

斎
藤
前

掲
論

文
①
六

O
頁
よ

り
引
用

。

凶

林
遠
里

『

勧
農

新
書
』

(

再
版
)

(

明
治
一

三

年
一

O
月
)

第
一

章
-

総
論
」

一

丁
1

二

丁

よ

り
引
用

。

制

林
遠
里

『

農

家
実
益
日

本

米
麦
改
良
法
』

(

明
治
二

O
年
三

月
〉

第
一

条
「

稲
種
生

育
の

大

意
」

一

頁
よ

り
引
用

。

ω

前
掲
『

勧

農
新

書
』

(

再

版
)

第
三

O
章
「

種
類
生

育
ノ

大
意
」

巻
二

の
一

五

丁
よ

り
引
用

。

ぽ

酒

勾
常
明
『

改
良
日

本
米

作
法
』

(

明
治
二

O
年
一

O
月
)

「

総
論
」

二

頁
1

三

頁
よ

り
引

用
。

印

同
前
「

種

子
ノ

貯
蔵
」

二

六

頁
{)

三

四

頁
よ

り
引
用

。

仰

向
前
三

四

頁
よ

り
引
用

。

倒

横

井
時
敬
『

稲
作
改
良
法
』

(

再
版
)

、

明

治
二

五

年
一

月
、

三
三

頁
1

三

四

頁
よ

り
引
用

。

ω

同
前
一

六

五

頁
1

一

六
六

頁
よ

り
引

用
。

仰

向
前
二

四

頁
よ

り
引
用

。

仰

向
前
二

六

頁
よ

り
引
用

。

側

同
前
二

七

頁
i

二

八

頁
よ

り
引
用

。

制

金
谷

治
訳
注
『

荘
子
』

第
三

冊
、

ワ

イ
ド

版
岩
波
文
庫
(
一

九
九
四

年
二

月
)

、

よ

り
引
用

。

附

同
前
一
一

五

頁
1

一
一

六

頁
よ

り

引
用

。

仰

斎
藤
前

掲
書
②
二

八
三

頁
よ

り
引
用

。

側

江
上

前

掲
書
六
二

四

頁
参
照

。

削

岩
手

県
勧

業
報
告
号
外
『

船
津
甲

部
巡

回
教
師
演
説
筆
記
』

i
一

四
丁
よ

り

引
用

。

削

船
津
伝
次
平
『
稲
作
小
一一一
こ

ω

本
書
第
四

章
参
照

。

そ

れ
へ

の

親

月

農
山

九
九

O
年

五

頁

(

明

治

一

年
三
月
)

一

三

丁

(

明
治
二

三

年
二

月
)

二

丁
1

一
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(417) 

津

野

幸
人

『

小

農

本

論
』

(

鹿
山

漁

村
文
化

協

会
、

一

九

九
一

年
二

月
)

一

三

五

頁
よ

り

引

用
。
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立
旦l

位民刑

間切

ぬ伯
斗
削削

削矧

血反

中事

・市川明

向氏

暗理

科判別
の

日間同

開聞

「
脱
亜
入
欧」

第一
節

と
大
久
保
農
政

「
脱
亜
入
欧」
の
標
語
の
下
で
社
会
的 、
経
済
的 、
政
治
的
諸
制
度
の
西
洋
化
を
進
め
る
こ
と 、

こ
の
こ
と
が
安
政
不
平
等
条
約
を
継
承
し
た
明
治
維
新
政
府
の
当
初
か
ら
の
課
題
で
あ
っ

た 。

明
治
四
年
(一
八
七一
)
の
「
米
欧
回
覧」
に
副
使
と
し
て
参
加
し 、
明
治
六
年
(一
八
七
三)

五
月
帰
国
後
「
内
治
優
先」
「
勧
業
重
視」
を
主
張
し 、
西
郷
隆
盛
ら
の
征
韓
論
を
退
け 、
政
府

部
内
で
の
主
導
権
を
獲
得
し
た
大
蔵
卿
大
久
保
利
通
は 、
「
内
治
ヲ
整
へ
国
力
ヲ
養
フ
コ
ト
ヲ
務

JFJU
る
目
的
で
同
年一
一
月
に
内
務
省
を
創
設
す
る
や 、
内
務
卿
に
就
任
し 、
「
米
欧
回
覧」
で

の
知
見
に
も
と
づ
き 、
殖
産
興
業
政
策
を
模
範
奨
励 、
直
接
保
護
の
立
場
か
ら 、
政
府
主
導
の
も

と
で
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ

た 。

大
久
保
は 、
明
治
七
年
(一
八
七
四)
五
月
頃
に
起
草
し
た
「
殖
産
興
業
ニ
関
ス
ル
建
議室
弓

の
中
で 、
産
業
革
命
を
達
成
し
「
世
界
の
工
場」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し 、
そ
の
「
地
形
及
天

然 、
ノ
利」
が
類
似
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
を
規
範
と
す
べ
き
こ
と 、
そ
の
た
め
に
は
「
気
性
薄
弱」

な
「
邦
人」
を
「
誘
導
督
促
シ
テ
勉
励
忍
耐
セ
シ
ム
ル
ハ
廟
堂
執
政
ノ
担
任
ス
ヘ
キ
義
務
ナ
リ」

と
述
べ 、
富
岡
製
糸
場
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
種
々
の
官
営
事
業
を
起
こ
し
た 。
農
業
に
お
い
て
も

「
大
久
保
農
政」
と
ま
で
評
さ
れ
る
勧
農
政
策
す
な
わ
ち
日
本
農
業
の
西
洋
化
政
策
を
こ
の
時
期

推
進
す
る
の
で
あ
る 。

ま
ず
着
手
し
た
の
は 、

設
で
あ
る 。

内
外
国
産
種
苗・
農
具
の
実
験 、
試
作 、
展
示
の
た
め
の
諸
施
設
の
開

明
治
五
年
(一
八
七
二)
に
そ
れ
ま
で
東
京
府
下
数
カ
所
に
散
在
し
て
い
た
西
洋
農
具
置
場 、

植
物
試
栽
場 、
牧
畜
試
験
場
を
合
併
し 、
内
藤
新
宿
の
地
に
試
験
場
を
開
設
し
た 。
内
藤
新
宿
試

験
場
で
あ
る 。
同
場
で
は 、
外
国
産
種
苗 、
果
樹
を
主
と
し
た
試
作 、
繁
殖
が
お
こ
な
わ
れ 、
各

府
県
へ
も
そ
れ
ら
が
頒
布
さ
れ 、
全
国
的
な
適
応
性
が
実
験
さ
れ 、
土
着
化
が
試
み
ら
れ
た 。
さ

ら
に
主
と
し
て
西
洋
農
具
の
試
用 、
試
作 、
展
示 、
貸
与 、
ま
た
洋
畜
類
の
飼
育 、
貸
与 、
さ
ら

に
は
養
蚕 、
製
糸 、
製
茶
の
実
験
も
お
こ
な
わ
れ
た 。

明
治
七
年
(一
八
七
四)
八
月 、
内
藤
新
宿
付
属
試
験
場
と
し
て
三
田
四
国
町
島
津
邸
跡
に
試

験
場
が
発
足
し
た
が 、
の
ち
三
田
培
養
地 、
三
田
育
種
場
と
改
名
さ
れ
て
明
治一
O
年
(一
八
七

七)
九
月
に
開
場
さ
れ
た 。
こ
こ
で
も
内
外
国
産
種
苗 、
果
樹
の
試
作 、
繁
殖 、
配
付
が
お
こ
な

わ
れ 、
さ
ら
に
場
内
で
農
産
会
市 、
種
苗
交
換
会
市
が
開
催
さ
れ
た 。
明
治一
二
年
(一
八
七
九〉

の
内
藤
新
宿
試
験
場
の
廃
止
に
よ
り
そ
の
農
具
事
業
を
引
き
継
ぎ 、
場
内
に
農
具
製
作
所
を
開
設

し
た 。そ

の
他 、

リ
l

ブ
図)

二
年
(

八
七
九)
に
神
戸
に
オ
リ
ー

ブ
栽
培
地
を
開
園
し
(
の
ち
神
戸
オ

明
治一
三
年
(一
八
八
O)
三
月
に
三
田
育
種
場
付
属
と
し
て
兵
庫
県
加
古
郡
印

南
新
村
に
矯
州
葡
萄
図
を
開
国
し
た 。

「
旧
慣」
法
に
固
執
し
た

明

治

本
農
業
を 、
広
く
欧
米
諸
国
の
学
理
に
も
と
づ
き
改
良
す
る
こ
と 、
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そ
の

た

め
の

新
し
い

指

導

者
の

養

成
、

養

成
が

急

務
と

さ

れ
た
。

明

治
五

年
(
一

八

七
二
)

に

北

海
道

開

拓
使
仮

学

校
が

東
京
芝
の

増
上

寺
に

設
け
ら

れ
、

八

年
こ

れ
が

札

幌
に

移

さ

れ
、

翌

年
八

月
に

札
幌

農

学

校
と

改
称
さ

れ
、

ア

メ

リ
カ

の

ア
マ

ス

ト

農

科
大

学
長
ク

ラ

l

ク

を

教

頭
に

迎
え

開

校
式
が

挙

行
さ

れ
た
。

事

実
上
の

総
帥

者
で

あ
っ

た

彼

は
、

ア
マ

ス

ト

農

科

大

学
の

教

育
と

機

構
に
な

ら
い

な

が

ら

大

農
論
に

よ

る

北

海
道

開

拓
の

た

め

の

農

業

教

育
を

お
こ

な
っ

た
。

内

藤

新

宿
試

験

場
内
に

明

治
七

年
(
一

八

七
四
)

三

月
に

農

学
掛
が

お
か

れ
、

そ

の

も
と

で

翌

月
に

農

事

修

学

場
が

設

置
さ

れ
た
。

さ

ら

に
、

明

治
一

一

年
(
一

八

七
八
)

一

月
に

は

駒

場

野
に

移
転
さ

れ
、

駒

場

農

学

校
と

改
称
さ

れ
る

と

と

も
に
、

開

校
式
が

挙

行
さ

れ
た
。

同

校
の

担

当

教

師
と

し

て
、

試

業

科
に

群
馬

県
老

農

船

津

伝
次

平
を

鴨
用
し

た

ほ
か

は
、

当

初
す
べ

て

イ

ギ

リ
ス

一

国
か

ら

時
用
さ

れ
た

(

農

学
教

師
ジ
ョ

ン
・

デ
イ
・

カ
ス

タ
ン

ス
、

獣

医

学

教

師
ジ
ョ

ン
・

ア

ダ
ム
・

マ
ッ

ク
ふ
ブ

ラ

イ

ド
、

農

芸

化

学

教
師
エ

ド
ワ

ー

ド
・

キ
ン

チ
、

試

業

科

教

師
ジ
ェ

l
ム

ス
・

ベ

ク
ビ

l
、

予

科

教

師
ウ

ィ

リ
ア
ム
・

ダ

グ
ラ
ス
・

コ

ッ

ク
ス
)
。

し
か

し
、

そ

の

入

学
者

の

族

籍
は
、

第
1

1
1

表
に

み
ら

れ
る
よ

う
に
、

農

業
従

事
と

五

反

歩
以

上
の

土

地

所

有

者
か

そ

の

子

弟
が

条

件
で

あ
っ

た

試

業
科
で
、

平

民
の

数
が

少
し

多
い

以

外
は
ほ

と
ん

ど

が

士

族
で

あ
っ

た
こ

と
、

そ

れ

ゆ

え
に
、

当

初
の

イ

ギ

リ
ス

人

教

師
た

ち
が
、

イ

ギ

リ
ス

農

学
の

実

業

的

総

合
的

立

場
か

ら
日

本

農

業
の

現

状
に

注

意

を

払
っ

て
い

た

に

も
か

か

わ
ら

ず
、

当

時
い

ま
だ

日

本

農

業

に

全

く

暗
か
っ

た

生

徒
た

ち
に

は

理

解
さ

れ
な

か
っ

た
こ

と
な

ど
か

ら
、

そ

の

設
立
の

意

図
に

反

し
、

日

本

農

業

改

良
の

た

め
の

指

導
者
の

即

戦
的

養

成
と
い

う
に

は

程

遠
か
っ

た

(
の

ち
に

イ

ギ

リ
ス

人

教

師
と

切

り

替
え

ら

れ
て
い
っ

た

ド
イ
ツ

人

教
師
オ
ス

カ
!
・

ケ
ル

ネ
ル
、

マ
ッ

ク
ス
・

フ
ェ

ス

カ

な

ど

は
、

長

期
に

日

本
に

滞

在
し
、

日

本

農

業
の

調

査

を

お
こ

な
い
、

実

験

的

分

析
的

内
4LW

方
法

に

よ

り

研

究

を
進

め
、

日

本
に

お

け
る

近

代
農

学
の

主

流

を

形

成

す
る
こ

と

に
な

る
)
。

駒

場

農

学

校
の

卒

業
生
だ
っ

た

玉

利

喜
造
、

横

井
時

敬
、

酒

勾

常

明
ら
の

若

き

農

学
士

た

ち
が
、

政

府

及
び

各

府

県
の

次
代
の

勧

農
政

策
の

担
い

手
と

し

て
そ

の

地

位

を

確
立

す
る

ま
で

に

は
、

明

治

一

0

年

代

後

半
か

ら
二

0

年

代
に

か

け
て
の

「

老

農

時

代
」

に

お

け
る

「

稲

作
論

争
」

の

洗

礼
を

受
け

な

け

れ
ば

な

ら
な

か
っ

た
。

前

述
の

よ

う
に
、

内

藤
新

宿
試

験

場
や
三

田

育
種

場
で

は
、

新

種
で

優

良
な

種

苗
・

果

樹

や

西

洋
農

法
で

使

用
さ

れ
て
い

る

農

具

を

輸
入

し
、

試

作

繁
殖

実

験
の

う
え
、

各

府

県
に

頒

布

貸

与
し

た

す
な
わ
ち
、

西

洋

農

学
に

よ
っ

て

教

育
さ

れ
た

農
学
士
の

明

治

そ

の

輸
入

元

は

主
に

イ

ギ

リ
ス
、

ア

メ

リ
カ
、

ド

イ
ツ
、

中

国
な

ど
で

あ

り
、

の

品

目
は
、

果

樹

類
(

林

檎
、

梨
、

桃
、

李
、

杏
、

桜
桃
、

無
花

果
、

す
ぐ

り
、

オ

リ
ー

ブ

な

ど
)
、

疏

菜

類
(
か
ぶ

ら
、

ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、

大
根
、

に
ん

じ

ん
、

豆

類
、

と

う
も

ろ
こ

し
、

甘
熊
、

馬

鈴

薯
、

甘
藍

な

ど
)
、

穀

類
(

米
、

麦
類
)
、

牧

草

類
(

首

稽

類
、

ア
ル

フ

ァ

ル

フ
ァ
)
、

そ

の

他
(

棉
、

煙

車
、

茶
、

ホ
ッ

プ
、

落

花
生
な

ど
〉

多

種
に

わ
た
っ

た
。

こ

う
し

て

輸

入

さ

れ
た

祈

苗

類
は
、

試

験
場
な

ど
で

の

試
作

繁

殖

を

経
て

各

府

県
に

頒

布
さ

れ

た

が
、

そ

の

数
は

明

治

七

年
(
一

八

七

四
〉

か

ら

同
一

八

年
(

八

八

五
)

に

か

け
て
、

三

九

O

門
RJV

石
、

一

万

賞
、

五
二

万

七

四

O
O
株
に

も

及
ん
だ

の

で

あ

る
。

フ

ラ
ン

ス
、

そ

葡

萄
、

ね

ぎ
、
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第1・1表駒場農学校入学者族籍
股学科 獣医学科 試業科 予 科

平民 2 18 5 
明治10年

土族入学者 19 27 19 22 

計 20 29 37 27 

平民 。
明治11年

土族入学者 18 22 6 8 

Z十 19 23 6 9 
(注) 安藤田秀縞「駒場農学校等資料j 700ー704頁によ

り作成。

明治10年入学者のうち. 試業科には同年10月試験による補欠入学者を含めた。
明治11年入学者には， 明治10年予科入学者より農

学科6名， 獣医学科7名(明治10年12月2名. 同11
年2 月5名)の進学者があったが， これを除いた。

一之0ー/ ー



門店
具
の
場
合
、

各
府
県
貸
与
に
か
な
り
の
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、

明
治
八
年
(

/
七
五
)

か

ら
同
二

O
年
(
一

八
八
七
)

の
問
、

明
治
一

二
年
(
一

八
七
九
)

の
九
八
九
点
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、

そ
れ
以
降
は
急
速
な
下
降
線
を
た
ど
り
な
が
ら
、

合
計
二

0
0
0
点
ほ
ど
に
の
ぼ
っ

げ
r

頒
布
貸

与
を
受
け
た
各
府
県
で
は
、

そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
園
や
試
験
場
で
試
作
実
験
す
る
か
、

管
下

の
有
志
者
H
老
農
に
委
嘱
し
た
の
で
あ
る
。

埼
玉
県
で
は
明
治
八
年
(
一

八
七
五
)

三
月
に
試
作

希
望
者
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

杏、

梨、

桜
桃、

桃
、

林
檎、

葡
萄
な
ど
五
三
七
一

株
の
申
し
込

向
w'
M

み
が
あ
っ

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

島
根
県
で
は
、

明
治
八
年
(
一

八
七
五
)

に
県
試
験
場
で
勧
業
寮
下
渡
の
西
洋
種

の
疏
菜
類
試
作
を
お
こ
な
っ

て
い
る
が
、

明
治
一

O
年
(
一

八
七
七
〉
一

O
月
に
本
格
的
に
植
物

試
験
場
が
開
設
さ
れ
る
や
、

勧
農
局
か
ら
頒
布
さ
れ
た
西
洋
種
苗
の
試
作
と
と
も
に
、

西
洋
農
具

の
試
験
も
お
こ
な
っ

て
い

研刊

さ
ら
に
管
下
有
志
者
に
試
作
を
依
頼
し
、

そ
の
報
告
を
求
め
て
い

る
。

糸
原
権
造
(
仁
多
郡
大
谷
村
)

の
例
を
み
て
み
よ
升
戸

糸
原
権
造

洋
種
疏
菜
別
紙
之
通
下
渡
候
条、

栽
培
之
上
ハ

肥
糞
之
品
種
、

之
景
況
、

収
穫
之
多
寡
及
ヒ
量
目
等
詳
細
可
届
出
候
事

九
年
三
月
廿
九
日

其
分
量
且
成
長

第

二

課

別
紙
に
は
、

米
国
産
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、

同
茄
子
類、

フ
ラ
ン
ス
産
ひ
ま
わ
り
な
ど
一

七
種
類
の

疏
菜
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

糸
原
は
、

明
治
一

O
年
(
一

八
七
七
)

一
一

月
に

「
上
申
書
」

を
提
出
し
、

成
長
の
景
況
を
報
告
し
て
い
る
。

糸
原
は
、

明
治
一
一

年
(
一

八
七
八
)

五
月
に
島
根
県
で
農
事
試
験
係
制
度
が
制
定
さ
れ
る
と
、

田
部
長
右
衛
門
(
飯
石
郡
吉
田
村
)
、

安
井
好
尚
(
迩
摩
郡
大
国
村
)

ら
一

三
名
と
と
も
に
同
係

に
任
命
さ
れ
、

居
村
と
同
郡
三
成
村
に
私
立
の
植
物
試
験
場
を
開
設
し
、

二
五
0
種
類
に
上
る
内

外
各
国
の
種
子
を
試
植
し
、

英
国
大
小
麦、

米
国
煙
草、

米
国
山
葵、

阿
波
国
藍
、

薩
摩
国
桜
島

大
根
な
ど
が
同
地
に
適
応
す
る
こ
と
を
確
か
め
、

増
殖
の
う
え
管
下
希
望
者
に
頒
布
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
日
は
稲
品
種
に
も
向
け
ら
れ
、

内
国
種
数
十
種
を
同
郡
九
カ
村
に
試
作
し
、

明
治
一

二

年
(
一

八
七
九
)

か
ら
同
一

六
年
(
一

八
八
三
)

に
か
け
六
O
O
人
ほ
ど
の
希
望
者
に
同
じ
く
頒

円

m
v

布
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ

た
事
例
は
、

こ
の
時
期
各
府
県
で
み
ら
れ
た
が
、

決
し
て
一

様
に
積
極
的
に
政
府
勧

農
政
策
に
対
応
し
て
い
っ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

勧
業
寮
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
ア
リ
バ

イ
的

に
試
作
希
望
者

て

二

名
を
あ
げ
、

種
苗
二
、

三
株
づ
つ
の
下
渡
を
依
頼
し
て
い
る
三
重
県
の
例

、

種
苗
下
渡
に
あ
た
っ

て
必
要
諸
経
費
の
下
渡
も
暗
に
求
め
て
い
る
奈
良
県
の

mv

ど
も
み
ら

れ
た
。

勧
業
寮
は
こ
う
い
っ

た
消
極
的
諸
県
に
対
し
て
「
先
以
テ
人
民
ノ
懇
望
ニ
ヨ
リ
試
植
依
頼

ニ

及
候
趣
旨
ニ

有
之
候
問、

御
管
下
人
民
中
懇
望
致
サ
、

ル
モ
ノ
、

ミ
ニ
テ
、

諸
費
等
下
付
無
之

テ
ハ

試
植
難
行
局
事
情
ニ

候
ハ
、
、

先
ツ
相
見
合
セ

申

昨斗

と
述
べ

て
い
る
。

す
な
わ
ち、

試
植

は
あ
く
ま
で
も
人
民
の
懇
望
が
あ
っ

て
こ
そ
依
頼
す
べ

き
も
の
で
、

諸
経
費
な
ど
の
下
付
が
な
い

か
ら
試
作
で
き
な
い
と
い
う
な
ら
見
合
わ
さ
れ
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
に
、

模
範

奨
励
、

直
接
保
護
の
立
場
か
、
り
す
る
政
府
の
政
策
意
図
と
、

そ
れ
を
受
け
と
め
る
各
府
県
と
の
問

に
、

微
妙
な
ず
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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ハ

休日》

ハ

店

こ
の

外
国
種
苗
の

各
府
県
へ

の

頒
布
は
、

青
森
県
の

林
檎
及
び
小
麦
以
外
は
ほ
と
ん
ど
定
着
し

な
か
っ

た
と
い

わ
れ
る
よ

う
に
、

否
定
的
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

こ
の

頒
布
を
一

つ

の

契
機
と
し
て
い

く
つ

か
の

県
で
は
植
物
試
験
場
な
ど
が

設
立
さ
れ
た
こ
と
(
磐
井
県、

埼
玉
県、

兵
庫
県
な

勾
一

、

ま
た

各
府
県
既
設
の

値
物
試
験
場
で
の

試
作
繁
殖
を
本
格
化
さ
せ
、

そ
の

後
の

「
老
農
時
代
」

に

あ
っ

て
府
県
議
会
で

存
廃
を
め

ぐ
る
論
争
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

各
府
県
勧

業
機
構
の

中
で
一

定
の

役
割
を
は
た
し
た
こ
と
、

ま
た

糸
原
の

例
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、

当
時
在

地
で
の

農
業
生

産
力
発
展
の

担
い

手
u

老
農
の
農
事
改
良
へ

の

意
欲
を
か

き
た
て
、

彼
ら
の
眼
を

在
来
種
苗
〈

特
に

稲
)

の

取
り
寄
せ
、

試
作
に
よ
る
稲
作
全
般
に
わ
た
る
改
良
へ

と

向
け
さ
せ
た

こ
と
は
、

正
し

く
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

西
洋
農
具
の

場
合、

勧
農
局
は
、

明
治

二
一

年
(
一

八
七
九
)

新
規
貸
与
分
に
つ
い
て
そ
の

使

用
上
の

使
否
、

土
地
の

適
否
な
ど
の

報
告
を
各
府
県
に

求
め
て
い

何グ

そ
の
な
か
で

各
府
県
と
も

小
器
具
類
的
農
具
(
ほ
1

く
、

し
ょ

!
ぶ
る
、

ほ
l
H

草
削
器
、

ほ
l
れ
!

き
H

把
付
草
削
器
な

ど
)

は
、

ほ
ぼ
そ
の

利
便
を
認
め
て
い

る
が
、

耕
転
器
械
(
数
頭
牽
ぷ
ら
お
)

な
ど
の

大
型
農
具

に
つ
い
て
は
、

原
野
荒
地
開
墾
用
と
し
て
は
認
め
な
が
ら
も、

田
畑
の

狭
隆
さ
と
高
価
格
の
た
め

aw
v

 

に
不
通
と
し
て
い

る
。

極
端
な
場
合、

愛
媛
県
の
よ

う
に
、

当
初
の

試
用
を
讃
岐
国
三

木
郡
池
戸

村
の

奈
良
専
二

に

依
頼
し
た
が
、

不
慣
れ
の
た
め
適
否
の

判
断
が
で

き
ず
、

そ
の

後
数
人
の
老
農

に

依
頼
し
た
が
、

同
じ
く
不
慣
れ
の
た
め
に
判
断
で

き
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。

ま
た
高
知
県
で

は
、

重
い
、

不
便
、

高
価
な
ど
の

理
由
か
ら
試
験
場
の

陳
列
台
に
展
示
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い

つ円
》

と
い

う
状
態
で
あ
っ

た
。

大
蔵
永
常
が
そ
の

著
『
農
具
便
利
論
』

の
な
か
で
、

鍬
一

つ

を
と
っ

て
も
全
国
各
村
ご
と
で
そ

円
相耐
》

の

形
状
が

微
妙
に

異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、

在
来
農
具
の

多
様
性
と

機
能
性
を
述
べ

て
い

る
が
、

小
農
民
経
営
が

支
配
的
な
日

本
農
業
に

あ
っ

て
、

そ
の
土
地
所
有
方
式
、

経
営
方
式
、

作
付
け
方

式
の
「

変
革
」

な
し
に
は
基
幹
的
な
西
洋
農
具
の

普
及
定
着
は
お
ぼ
つ

か
な
か
っ

た
と
い

わ
ざ
る

を
得
な
い
。

2 2 

以
上
の
よ

う
に
、

当
時
の

勧
農
政
策
が
、

西
洋
農
法
の

直
輸
入
と
し
て

華
や
か
に

推
進
さ
れ
る

一

方
で
、

在
来
農
法
に
よ
る
日
本
農
業
の

改
良
の

試
み
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
す
こ
と

は
で

き
な
い
。

ま
ず
第
一

に
、

国
内
産
優
良
種
菌
、

果
樹
の

取
り
寄
せ
、頒
布
が
お
こ
な
わ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

と

く
に
稲
種
は
、

外
国
種
(
ジ
ャ

ワ

米、

米
国
力
ロ

ラ
イ
ナ

米、

サ
イ
ゴ
ン

米
、

イ
タ
リ
ア
米
〉

と
並
ん
で

内
国
種
の

取
り
寄
せ
が
お
こ
な
わ
れ
(
各
地
老
農
か
ら
の
寄
贈
も
あ
っ

た
)
、

試
作
す
る
と
と
も
に
そ
れ
を
各
府
県
の

要
請
に
応
じ
頒
布
し
た
の
で
あ
る
。

奈
良
専
二
の

選
抜
し
た
「
一

本
稲
」

は
、

同
人
か
ら
の

寄
贈
を
受
け、

東
京
、

神
奈
川
、

群
馬
、

千
葉
、

茨
城
、

宮
域
、

青
森
、

秋
田
、

山
形
、

長
野、

栃
木
で

試
作
さ
れ
(

明
治
一
一

年
〉
、

そ
の

結
果
報
告
が

お
こ
な
わ
れ
て
い

る
(

晩
稲
種
で
あ
っ

た
こ
と
、

播
種
期
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
の

理
由
で
こ
の

試

内
U
JV

作
は
、

概
し
て

好
成
績
と
は
い
え
な
か
っ

た
)
。

ま
た
、

前
述
の

糸
原
が
、

明
治
一

三

年
(
一

八
八

O
)

一

月
に
仁
多
郡
下
横
田
村
産
の

精
米
・

籾
米
各
三

升
ず
つ
、

情
益
法
を
書
き
添
え
、

郡
役
所
を
通
し
て
三
田

育
種

場
の

種
苗
交
換
会
市
に

コタ

送
付
し
て
い
る
。

こ

れ
ら
の
こ
と
は
、

内
国
優
良
稲
品
種
の

交
換
普
及
と
い

う
文
字
ど
お
り
の

役

割
を
政
府
勧
業
当
局
が

果
た
そ

う
と
し
た

現
れ
で
あ
る
。



第
二

に
、

農

具
の

場

合

も

在

来

農

具
の

取

り
寄
せ
(

買
い

上

げ
)

と

各

府

県
へ

の

貸

与
が

み
ら

れ
た
。

明

治
一

O

年
(
一

八

七

七
)

頃
の

日

本
に

お

け
る

稲
作
生

産

力
は
、

第
1
1

1

図
に

示
し

た

よ

う
に

歴

然

と

し
た

東

西

間

格

差

を
み
せ

て
い

る
。

こ

の

こ

と

を

農

具
の

面
か

ら

政

府

勧

農
当

局
は

「

御
国

内

農

具

類
ノ

儀
モ

東

西

国
々

ニ

テ

大
ニ

相

違
モ

有
之

候
、

中

西

国

等
ハ

人

畑

調

密
ニ

ヨ

リ

器

械

等
モ

自
然

ト

研

究

致
シ
、

地

力
モ

大
ニ

尽
シ

居

候
共
、

東
北

国
ニ

至

リ
テ
ハ

人

口

不
足

am
v

 

致
シ

候
ヨ

リ
、

器

械

製
造

等
モ

殊

之

外

不

丹
煉
ニ

有
之
」

と

と

ら
え
、

優

良

在

来

農

具
(

付

随

す

る

技

術
)

の

頒

布

を

お
こ

な

う
こ

と

に

よ
っ

て
、

「

西
日

本

農

法
の

東
北

地

方
へ

の

移

植
を

媒

介

ハ
舛』
V

す
る
」

役

割

を

結

果
と

し

て

担

う
こ

と

に

な
っ

た

の

で

あ

る。

明

治
八

年
(
一

八

七

五
)

九

月
に

盤

前

県
(

現

福

島

県
)

が

西

洋

農

具
の

貸

与

願
と

と

も

に
、

2
9

 

愛
媛
、

静

岡
、

北

越

地

方
の

牛

馬

耕

器

械
の

貸
与

を

も

同

時
に

願
い

出
て
い

る
こ

と一、

ま
た

青

森

県
が

明

治
一

二

年
(
一

八

七

九
)

に

牛

馬

耕

普
及
の

た

め

熊

本

県
か

ら

教

師

雇
入

れ
の

た

め

の

補

助

金

下

渡

を

勧

農

局
に

願
い

出
て
い

る
こ

と
な

ど

は
、

そ

れ

を

示
し

て
い

る

例
で

あ

ろ

う
。

次
の

「
老

農
時

代
」

の

技
術
普
及
は
、

「
地

方
か

ら
地

方
へ
」

(

す
な
わ

ち
「
「

西
か

ら

東
へ
」
)

と
い

う

方

向

を
と
っ

た

の

で

あ

り
、

こ

の

時

期
の

勧

農

政

策
に

お
い

て
、

西

洋

農
法

直

輸
入

に

よ

る

「

中

央
か

ら

地

方
へ
」

と
い

う

方

向
一

本

槍
で

な

く
、

老

農

時

代

と

同
一

方

向
の

改

良
の

道

が

試
み

ら

れ

て
い

た

こ

と

は
、

注

目
し

て
よ
い

で

あ

ろ

う
。

大

久

保

農

政

期
の

こ

の

よ

う
な

試
み

は
、

そ

れ

が

端
緒

的
で

あ
っ

た

と

し

て

も
、

以

降

西

洋

農

法
の

直

輸
入

に

よ

る

日

本

農

業
の

改

良
と
い

う
道

が

挫

折
し

て

ゆ

く
な

か

で
、

府

県
!

郡
i

村
で

近

世

以

来
の

営

農

経

験

を
基

礎

と

し

て
、

地

元

農

民
の

支

持
の

も
と

農

事

改

良

を

お
こ

な

う
老

農
た

ち

を

表

舞

台
に

登

場
さ

せ

る

契

機

と
な
っ

た

の

で

あ

る
。

第
二

節

「

老

農

時

代
」

と

勧

農

政

策

明

治
一

O

年
(
一

八

七

七
)

に

お

け
る

西

南

戦

争
で
の

巨

額
の

軍

費
調

達

は

財

政
的

困

難

と

イ

ン

フ

レ

ー
シ
ョ

ン

を

引

き
起

こ

し
、

経

済
危

機
を
生

ん

だ
。

こ

の

期
に

お
よ

び
、

模

範

奨
励
、

直

接

保

護
の

も
と

で

推
進

さ

れ

て

き
た

従

来
の

殖
産

興

業

政

策
の

い

く
つ

か
の

部

門
で
の

破

綻

が
い

ヘ
刈
己

っ

そ

う

拡

大
し
、

何
ら

か
の

対
応

策

を

政
府
財

政

当

局

者
に

迫
っ

た

の

で

あ

るd

明

治
一

一

年
(
一

八

七
八
)

五

月
に

お

け
る

大

久

保
の

暗

殺

を

契

機
と

し

て
、

政

府

部

内
に

お

け
る

政

治

的

対

立

を

含

み
な

が

ら
、

政

策

転

換
の

方

向
が

徐
々

に

現

れ

て

き
た
。

時
の

大

蔵

卿

大

限
重

信
は
、

明

治
一

三

年
(
一

八

八

O
)

に
三

建

議
(

「

財

政

改

革
ノ

議
」

「

官

業

払

下
ゲ

ノ

議
」

「

農

商

務

省

設
立

ノ

議
」

)

を

提

出

し
、

そ
の

打

開

策

を

示
し
た
。

ハ

n
w

こ

れ

に

先

行

す
る
こ

と
一

年
、

時
の

内

務
省

勧

農

局

長

松

方
正

義
は

「

勧

農

要
旨
」

を

草
し
、

従

来
の

勧

農

政

策
の

是
正

と

再

編

成
を

示

唆
し
た

の

で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

「

人

民
ノ

蒙

昧

ヲ

開

ク

ヲ

以
テ

政

府
ノ

任
ト

ナ
シ
、

政

府

以
テ

各

般
ノ

民

業
ニ

着

手
シ
、

事
ヲ

好
ミ

功
ヲ

食
ホ
ル

如
キ

ハ
、

反
テ

人

民

自
為
独

立

ノ

気

勢
ヲ

挫

折
シ
、

百

事

政

府
ニ

侍

頼
ス
ル

ノ

風

習
ヲ

養

成
シ
、

或
ハ

人

民

営

業
ノ

利

ヲ

妨

害
シ

大
ニ

国

内
ノ

生

殖

力
ヲ
シ

テ

減
退
セ

シ

メ
、

其

弊

害

タ
ル

得
テ

測
ル

ヘ

カ

ラ

サ

ラ
ン
」

と

し

て

政

府
に

よ

る

勧

業

政

策

全

般
に

お

け
る

直

接

保

護
主

義

を

批

判

す
る
。

「

農

業
ハ

人

民

営
生

ノ

私

業
ニ

シ

テ
、

政

府

繊

芥
之
ニ

関

与
ス
ヘ

キ

さ

ら

に

農

業
に

お
い

て

も
、

2 3 
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ノ
権
力
ヲ
有
セ
サ
レ
ハ

ナ
リ、

仮
令
政
府
カ
何
等
ノ
新
利
良
法
ヲ
以
テ
人
民
ニ

勧
ム
ル
卜
イ
ヘ
ト

モ
、

之
ヲ
実
行
ス
ル
モ
ノ
ハ

人
民
ノ
力
ナ
リ、

而
シ
テ
之
ヲ
恥必口
ス
ル
ノ
権、

只
人
民
ノ
択
フ
所

ノ
ミ
」

と
し
た
の
で
あ
る
。

人
民
の
私
業
で
あ
る
農
業
に
対
し
て
、

政
府
が
こ
と
細
か
く
保
護
奨

励
す
る
こ
と
は、

人
民
の
「
自
為
独
立
」

に
よ
る
農
業
の
発
展
を
妨
害
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
と

え
政
府
が
新
利
良
法
(
こ
こ
で
は
大
久
保
が
直
輸
入
し
よ
う
と
し
た
西
洋
農
法
が
含
意
さ
れ
て
い

る
)

を
上
か
ら
奨
励
し
よ
う
と
し
て
も、

結
局
そ
れ
を
受
け
入
れ、

実
行
し
、

選
択
す
る
の
は
人

民
(
当
業
者
H
農
民
)

で
あ
り、

勧
農
政
策
が
彼
ら
の
現
実
の
農
業、

そ
し
て
そ
の
改
良
の
要
求

と
一

致
す
る
か
ど
う
か
が
そ
の
適
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

明
治
一

四
年
(
一

八
八
一
)

の
政
変
に
よ
る
大
隈
の
失
脚
は
、

大
久
保
以
来
の
積
極
的
勧
業
政

策
の
転
換
を
決
定
づ
け、

松
方
の
主
張
と
企
図
に
沿
っ
た
勧
業
勧
農
政
策
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

そ
れ
は
直
接
勧
業
政
策
か
ら
間
接
勧
業
政
策
へ
の
変
更、

模
範
奨
励、

直
接
保
護
主
義

三ぎ

か
ら
間

接
誘
導
主
義
へ
の
転
換
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
方
向
転
換
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、

同
年
三
月
に
第
二
囲
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ
全
国
の
老
農
を
東
京
浅
草
本
願
寺
に
参

集
せ
し
め
、

第
一

回
全
国
農
談
会
を
開
催
し
、

同
年
四
月
に
は
内
務
省、

大
蔵
省
の
勧
業
部
門
が

統
合
さ
れ
農
商
務
省
が
創
設
さ
れ
る
。

同
時
に
全
国
の
老
農
を
糾
合
し
て
大
日
本
農
会
が
設
立
さ

れ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
老
農
時
代
」

の
幕
開
け
で
あ
る
。

全
国
農
談
会
に
お
い
て
政
府
勧
業
当
局
は
、

老
農
に
対
し
て
「
衆
ニ

抽
ン
テ
業
ヲ
励
ミ
事
ヲ
成

内羽山》

ス
ノ
率
先
者
」

(
開
会
式
で
の
松
方
内
務
卿
の
祝
辞
)

と
し
て
の
役
割
と
に
、

農
談
会
で
の
彼
ら

の
交
流
に
よ
っ
て
「
此
盛
挙
ヲ
全
国
ニ

普
及
シ
、

弥
農
業
ヲ
改
良
シ
、

実
功
ヲ
各
地
二

現
シ
、

競

フ
テ
富
強
ノ
本
ニ

培
セ
ン
コ
ト
ヲ
」

(
閉
会
式
で
の
品
川
弥
二
郎
勧
農
局
長
挨
仇jv
期
待
し
た
の

で
あ
る
。

以
降、

農
商
務
省
と
大
蔵
省
と
の
勧
業
政
策
を
め
ぐ
る
対
立
を
含
み
な
が
ら
(
典
型
的
に
は
前

田
正
名
の
立
案
し
た
「
興
業
意
見
」

を
め
ぐ
る
対

LJ
、

明
治
一
一

年
(
一

八
七
八
)

に
制
定
さ

れ
た
農
事
通
信
員
制
度
の
充
実、

明
治
一

六
年
(
一

八
八
三
〉

の
勧
業
諮
問
会
並
び
に
勧
業
委
員

制
度

V叩
定
、

明
治
一

八
年

ご

八
八
五
)

の
農
事
巡
回
制
度
の
制
定
、

そ
し
て
各
種
博
覧
会、

共
進
会、

農
談
会
な
ど
の
勧
業
諸
会
の
奨
励
開
催
と
そ
の
政
策
を
進
め
て
き
た
。

こ
こ
に
お
い
て

そ
の
意
図
さ
れ
た
も
の
は
、

間
接
誘
導
方
式
に
よ
り
実
業
者
自
身
が
殖
産
興
業
の
担
い
手
と
し
て

「
富
国
」

を
達
成
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
に
中
央
l
地
方
(
府
県
l
郡
区
l
村
)

が
一

体
と
な
り

彼
ら
の
受
け
皿
と
し
て
の
勧
業
機
構
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
も
と
く
に
府
県

以
下
の
勧
業
機
椛
の
整
備
は
、

彼
ら
の
具
体
的
な
活
動
の
場
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
、

よ
り

門話v

緊
急
な
問
題
で
あ
っ
た
。

各
府
県
で
は
、

そ
れ
ま
で
あ
る
程
度
の
自
主
性
を
持
ち
な
が
ら
勧
業
政
策
を
進
め
て
き
た
が
、

明
治
一
一

年
(
一

八
七
八
)

地
方
三
新
法
の
制
定
に
よ
り
勧
業
費
が
地
方
税
支
出
費
目
と
な
っ
て

か
ら
は
、

府
県
勧
業
当
局
と
議
会
側
と
の
推
進
、

非
推
進
と
い
う
対
立
の
な
か
で
、

お
お
む
ね
明

α柏戸ぜ

治
二
0
年
代
ま
で
僅
少
な
勧
業
費
で
政
策
を
推
進
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を

と
ら
え
て
勧
業
政
策
の
消
極
性
を
い
う
こ
と
は
た
や
す
い
が
、

「
自
為
独
立
」

し
た
在
地
で
の
率

先
者
H
老
践
の
的
熱
と
技
術、

そ
し
て
在
地
指
導
性
へ
の
依
拠
の
な
せ
る
技
で
あ
り、

い
わ
ば
金

を
か
け
ず
に
技
大
の
勧
業
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う。

彼
ら
の
活
動
の
場
H
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受

け
皿

を

作

り
出

す
こ

と
こ

そ

が

当

時
に

あ
っ

て

は

肝

要
で

あ
っ

た
。

ハ

♂
M

福

岡

県
の

場

合
、

勧

業

機

構
の

整

備
は

早
く
か

ら

進

み
、

明

治
一

一

年
(
一

八

七
/
)

の

勧

業

大
小

集

会
の

開

催
、

勧

業

掛

制

度
、

勧

業
通

信

員
制

度
の

制
定

と

矢

継
ぎ

早
に

そ
の

機

構
を
整
え

た
。

た

だ

し
、

同

県
で

も

前

述
の

よ

う
に

県
議
会
側

か

ら
の

ク
レ

ー
ム

に

よ

り
こ

れ

ら

は

廃
止

な

い

し

は

機

能

停
止

状
態
に

な

り
、

一

時

期

郡
村
レ
ベ

ル

で
の

独

自
な

動
き
に

任
さ

れ

て
い

た
。

明

治
一

四

年
(
一

八

八
一
〉

の

中

央
で
の

象
徴

的
な

勧

業

政

策
の

転
換
を

受
け
て

「

政
務

業

務

ノ

区

別
ヲ
正

フ
シ
、

人

民
ノ

自
ラ

起
ル

ヲ

待
チ
テ

之

ヲ

保

護
ス
ル

ト
、

人

民
ヲ
シ

テ

自
ラ

奮

起
セ

qug

 

シ
ム

可
キ

元

気
ヲ

示

授
ス
ル

ヲ

以
テ

先

務
ト
ス
」

と

述
べ
、

勧

業

政

策
の

方

向
を
一

層

鮮
明
に

し

た
。

明

治
一

六

年
(
一

八
八

三
)

一

二

月
に

は
、

同

年
五

月
の

農

商

務

省

第
一

三

号
達

を

う

け
、

「

勧

業

諮
問

会

規

則
」

「

勧

業
会

及
勧

業

委
員
設

置

準
則
」

を
達
し
、

明

治
一

七
、

一

八

年
(
一

八
八

四
、

八

五
)

に

か

け
て

県
下
で

続
々

と
そ
の

設

置
が
み

ら

れ
、

そ

れ
に

と

も
な
い

農

談

会
、

各
種

共

進

会
、

品

評
会
、

種

子

交

換

会
な

ど
の

勧

業

諸

会
が

開

設
さ

れ

て
い
っ

た
の

で

あ

る
。

こ

う
い
っ

た

勧

業
諸

会
の

場
で
、

各

府

県
の

老

農
た

ち
は

活
動
を

続

け
る

が
、

こ

の

時

代
が
い

わ
ゆ

る

「

老

農

時

代
」

と

呼
ば

れ
る

も

う
一

つ

の

理

由
は
、

そ
の

う

ち
の

あ

る

部
分
が

出

身
の

村

域
、

郡
域
、

府

県

域
を

超
え

て

全

国

的
に

活
動
の

場

を

求
め
、

各
地
で

地

元
の

老

農
、

一

般

農

民

ぺ押
ν

を

巻

き

込
み
、

農

事

改

良
の

牽

引

車
的

役

割

を
は
た

し
た
こ

と
に

あ

る
。

明

治
三

大
老

農
と

評
さ

れ
た

中

村

直
三
、

船

津

伝

次

平
、

奈
良

専
二
、

林

遠
里

(

中

村

直
三

の

死

後
、

彼
が

加

わ
る
)

が

内

命
》

そ
の

代

表
的
な

老

農
た

ち
で

あ
っ

た
。

林

遠
里

は
、

福

岡

藩

銃

術

指
南

役

林

直

内
の

次

男
と
し

て

天

保
二

年
(
一

八
三
一
)

一

月
、

早

良

郡

鳥

飼

村
(

下

級

家

臣
団
が

集

住
し

て
い

た
〉

に

生

ま

れ
、

彼

自

身
も

慶
応

元

年
(
一

八
六

五
)

に

藩

銃

術

指

導

方

を

申

付
ら
れ
、

明

治

元

年
(
一

八

六
八
)

藩

観
光

隊

分

隊

指

令

官
、

同
二

年

(
一

八

六

九
)

に

は
、

藩
の

鋳
砲
曲目

少

属
に

任
ぜ

ら

れ
た

が
、

明

治
四

年
(
一

八
七
一
)

の

廃

藩

置

県
の

折
に

同

郡

重

留
村
に

帰
農
し
た
。

こ

の

時

期

を

前

後
し

て

彼
は
「

寒

水
浸
法
」

「
土

囲
い

法
」

の

技

術

を

あ

み
だ

し
、

近

隣

村
を

手

始
め
に

普

及

を

始
め

る
の

で

あ

る
。

明

治
一

O
年
(
一

八

七

七
)

に

は

『

勧

農

新

書
』

を

著
し
、

県
下
に

配

付
し
た
が
、

明

治
一

四

年
(
一

八
八
一
)

の

第
二

囲

内
国
勧

業

博

覧

会
に

同

書

再

版

を

出
品
し
、

進

歩

賞

牌
と

賞

状
を

授

与
さ

れ

て
い

る
。

同

時
に

閃
か
れ
た

第
一

回
全

国

農

談

会
に

福

岡

県
老

農
と
し

て

佐

野

貞
造
、

植

村
治
三

郎
ら

と

参
加

し
、

そ
こ

で

全

3
の

老

農
と

交
流

し
た
こ

と

が
、

そ

の

後
の

遠
里
の

全

国

的

活

動
の

取

掛
か

り
と

な
っ

た
の

で

あ

る
。

そ

の

後
、

数

年

福

岡

県
下
で
の

普

及

改

良
を

経
て

明
治
一

七

年
(
一

/

八

四
)

に

富
山

県
、

川

県
に

農

事
巡

回

教
師
と
し

て

時

用
さ

れ
、

こ

こ

で

の

活
動
と

実

績

を
跳

躍

台
と
し

て
、

全

国
三

O
数

府

県
に

延
べ

四

O
O

名

以
上
の

実

業

教
師

を
派

遣

す
る

と

と

も
に
、

実

業
教
師

養

成
派

遣

結

社
H

勧

農

社

を

創

設
し

明

治
二

0
年

代

を
通

じ

て

旺

盛
な

全

国
的

活
動
を

繰

り
広

げ
る
の

で

あ

ヲ匂
。

石

実

業

教

師
た

ち
の

派

泣

先
で
の

活

動
は
、

各
府

県
一

様
で

は

な
い

が
、

改
良
法

普

及
の

た

め
に

そ

れ

ぞ

れ
の

担

当

地

域
に

試

験

回

を

設
け
、

直
接
に

耕

転
に

従

事
し

な

が

ら
、

そ
こ

で

伝

習
生
の

指

導
に

当
た

る

場

合
や
、

府

以

内
に

設

け
ら
れ
た

試

験
回

を
巡

回
し

な

が

ら
、

そ

れ

を

担

当

す
る

試

作
人
の

指

導
に

当
た

る

場

合
と
が

あ
っ

た
。

ま

た
、

各
地
で

開
催
さ

れ
た

農

談

会
な

ど
で

稲

作
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改

良

法
の

講

演

を

お
こ

な
い
、

各
種

品

評

会、

共
進

会
で

は

審
査

を

担
当

し
た

り

も
し

た
。

彼

ら
の

伝

習

し

よ

う
と

し

た

改

良

技

術
は
、

乾
田

牛
馬

耕
、

二

毛

作
(

麦
、

菜
種

栽

培
法
)

な

ど
の

福

岡

在

来

農
法

を

基

礎

と

し

て
、

寒

水
浸
法
、

土

囲
い

法
、

畑

苗

代
法

な

ど
の

改

良

法

を

加

味
し

た

林
遠
里

稲

作

改

良

法
で

あ

り
、

福

岡
県
で

築

き
上

げ
た

老

農
と

し

て
の

手
腕

を

発

揮
し
な

が

ら
、

あ

る

部

分

は
ス

ト
レ

ー

ト
に
、

あ
る

部

分
は
、

そ

の

地
の

農

事

景

況
に

柔
軟
に

対
応

し
な

が

ら

活

動

を
続

け
た
。

し

か

し

彼

ら
の

活

動
は
、

全

て

順

風

満

帆
で

あ
っ

た

わ

け
で

は

な

く
、

実、

水

浸

法

に

よ

る

種

籾
の

腐

敗
、

徐
々

に

社

会
的
地

位

を

得
て

き
た

農

学
士
の

い

わ

ゆ
る

学
理

農

法

派
と

の

乳

際
、

地

元

農

民
の

反

対
な

ど
、

さ

ま
ざ

ま

な

障

害
に
ぶ
つ

か

ら

さ

る

を

得

な

か
っ

た
。

意

気

消

沈
し

て

帰

福

す
る

者
、

地

元

老

農
の

協

力
に

よ

り

改

良

を

加

え

農

民
の

信

頼

を

獲

得
し

た

者
、

さ

ま

ざ

ま

な

実

業

教

師
の

人

間

模

様

を

織

り
な
し

た
。

「

稲

作

論

争
」

を
経
て
、

自民

学
士

た

ち
が

中

央
!

地

方
で

勧

農

行

政
上

に

お

け
る

社

会
的
地

位

を

獲

得
し

て

ゆ

く

な
か

で
、

老

農
た

ち
の

表

舞
台
で
の

役

割
は

徐
々

に

減

少
し

て

ゆ

く
こ

と

に

な

る
。

林
遠

里

と

勧

農

社

も
そ

の

歩
を

同

じ

く
し

た
。

実

業

教

師
か

ら
の

上

納

金
で

そ

の

運

営
の

大

部

分

を

賄
っ

て
い

た

勧

農

社

は
、

派

遣

数
の

減

少
か

ら

多

大
な

負
債

を
か
ぶ

る
こ

と

に

な

り
、

明

治
二

五

年
(
一

八

九
二
)

の

拡

張

時
に

鳴

り
物
入

り
で

増

設
さ

れ
た

第
二
、

第
三

農

場
は

後

者
が

明

治
二

八

年
(
一

八

九

五
)

一

月
に

は

や

く

も
閉

場
さ

れ

る
(

第
二

農

場
は

今
の

所

不

明
で

あ

る

が
、

お
そ

ら

く

同
じ

頃
で

あ
っ

た

ろ

う
)
。

明

治
三

0

年

代
に

は
一

時

期
、

第
二

勧

農

社
の

構
想

も
生

ま

れ
た
が
、

明

治
三

九

年
(
一

九

O
六
)

の

遠

里
の

死
に

よ

り
そ

れ

も

頓

座

し

て
し

ま
っ

た
。

そ

の

意

味
で

は
、

林
遠

里

と

勧

農

社
の

歴

史
は
、

文

字
ど

お

り
「

老

農
時

代
」

の

歴

史
そ

の

も
の

で

あ
っ

た

と

い

い

得
る

で

あ

ろ

う
。

「

本

省

事

務
ノ

目

的
ヲ

定
ム

ル

ノ

議
」

(

『

明

治

前

期

勧

農

事

蹟

輯

録
』

、lノl
 
rFh、

明

治
八

年
五

月

上

巻
、

二

四

頁
l
二

五

頁

所

収
、

以

下
で

は

『

輯

録
』

と

略

す
)
。

『

大

久

保

利
通

文

書
』

第
五

巻
五

六
一

頁
l

五

六

五

頁

所

収
。

(3)(2) 

日

本

史

籍

協

会

明

治
八

年
一

二

月
に

勧

業

寮
は

内

務

卿
に

上

達

し

た

案

文
の

中
で
、

「

夫
レ

本

邦

従

来
農

事
ニ

所

長

ナ

キ
ニ

ア

ラ

ザ

レ

ド
モ
、

其

技

術

世
々

習

慣
ニ

因
テ

続
キ

来
リ
シ
モ

ノ
ニ

テ

実

験

進

歩

改

良
ノ

基

相

夕
、

ズ
、

偶

然

今
日
ニ

推

移
リ
シ

者
ナ

レ
パ
、

ノ

学
理
ニ

乏
シ

キ
ヨ

リ
、

此

侭

自
為
ニ

任
セ

置

候
テ
ノ
、

終
ニ

農

事
ノ

振
起

期
シ

難
ク
、

必
ズ

ヤ

技

術

学

術
相

助

ケ

相

進
ム

ノ

方

法

ヲ

講

究
セ

ザ
ル
ベ

カ

ラ

ザ
ル
コ

ト

今
日

ノ

要

務
ニ

シ

テ
、

乃

チ

之

ヲ

講

究
ス
ル

ニ

於
テ
ハ

広

ク

之
ヲ

欧

米
ノ

諸

国
ニ

採
ラ

サ
ル

ヲ

得
ズ
」

(

安

藤

圏

秀

編

『

駒

場

農

学

校

等

東

京
大

学

出

版

会
、

一

九

六

六

年
、

四

O

頁
i

四
一

頁
よ

り

引
用
)

と

述
べ
、

一「

資

料
』

為
」

ヲ心
。

に

ま

カ
せ

ず

西

洋

民

学
の

急

速
な

導
入
に

よ

る

日

本

農

業
の

改

良

を

意

図
し

た
の

で

あ

(<1 ) 

『

明

治

前

期
の

農

業

教

育
』

(

京

都

大

学
人

文

科

学

研

究

所

研

究

報

告
、

飯

沼
二

郎

①

和
四

四

年
)

②

『

州民

業

革

命
の

研

究
』

三

草
「

償

井
町

敬
に

お

け
る

近

代

農

学
の

成
立
」
、

日召

(

農

山

漁

村

文
化

協

会
、

昭

和
六

十
年
)

第
二

部

第

③
「

駒

場
農

学

校
の

イ

ギ

リ
ス

人

教

師

(

『

現

代

円以

学

論

集
』
、

日

本

経

済

評
論

社
、

一

九
八

八

年

所
収
)
、

友
田

清

彦

た

ち
」
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Zd
 

f
k
 

、1Jnhu
 

r
k
 

「

駒

場
農

学

校
に

お

け
る
エ

ド
ワ

ー

ド
・

キ
ン

チ
」

(

『

農
書
を

読

む
』

第
六

号
、

農

書
を

読

む

会
、

所

収
)

な

ど

参
照
。

飯

沼
は
、

日

本
農

業

改
良
に

果
た

し
た

イ

ギ

リ
ス

人

教

師
た

ち
の

役

割

を

①
で

は

全

面
否
定
し

て

お

り
、

②
で

部

分
的
に

彼
ら
の

努
力

を
認

め

な

が

ら

も
、

評
価
の

基

調

を

変
え

て
い

な
い

が
、

③
の

中
で

前

掲

友
田

論

文
を

援
用
し
つ

つ
、

ド

イ

ツ

人

教
師
よ

り

も
む

し

ろ

高
い

評
価

を

与
え

る
に

至
る
。

『

農

務

顛

末
』

第
三

巻
、

二

八

九

頁

参
照
。

『

輯
録
』

上

巻
、

八
一

四

頁
1
八
一

五

頁
「

府

県

別

農

具
新

規

貸

与
個

数
累

年

表
」

に

よ

っ

た
。

(15)(14)(13)(12)(11)(10)(9)(8) (7) 

六

九

O
頁

参
照
。

『

新

修

島
恨

県

史
』

通

史
篤
二

近

代
、

糸

原

家

文

書

所

収

資

料
に

よ

る
。

間

前
「

値

物

試

験

場

創

設
以

来

景

況

略
記
」

に

よ

る
。

『

輯

録
』

上

巻
、

六

九
五

頁

参
照
。

同

前
、

六

九
八

頁

参
照
。

同

前
、

六

九
七

頁
よ

り

引

用
。

『

農

林

水
産

省

百

年

史
』

上

巻
(

昭

和
五

七

年
〉
、

斎

藤
之

男
『

日

本

農

学

史
』

(

大
成

出
版

社
、

刀ロ円
O

同

前
、

一

二

七

頁
1
一

三

頁

参
照
。

三
二

頁
{)
三

三

頁

参
照
。

一

九
六

八

年
)

一

O
九

頁
1
一

一

O

頁

参

(20)(19)(18)(17)(16) 

『

輯
録
』

上

巻
、

七

O
七
、

七
二

五
、

同

前
、

八

六
一

頁
1
八

七

六

頁

参
照
。

同

前
、

八

七

O

頁

参
照
。

同

前
、

八

七

O

頁
i
八

七
一

頁

参
照
。

『

日

本

農

書

全

集
』

第
一

五

巻
(

農

山

漁

村
文

化

協

会
、

頁

参
照
。

奈

良

県一
展
中

村

直
三

は
、

明

治

九

年
(
一

八

七

六
)

一

月
に
二

種
、

勧

業

寮
に

寄

贈
し
、

試

植
を

依

頼
し

て
い

る

(

『

輯
録
』

下

巻
、

一

O
一

頁

参

照
)
。

『

輯
録
』

下

巻
、

一

O
二

二

頁
i
一

O
二

七

頁

参
照
。

糸

原

家

所

収

資

料
に

よ

る
。

『

輯

録
』

上

巻
、

八
一

七

頁
よ

り

引
用
。

斎

藤
之

男

前

掲

書
、

九

O

頁
よ

り

引

用
。

『

輯

録
』

上

巻
、

八

三

三

頁

参

照
。

同

前
、

八

四
一

頁
i

八

四
六

頁

参
照
。

近

藤

哲
生

「

殖
産

興

業
と

在

来

産

業
」

(

岩

波

講
座
『

日

本
歴

史
』

近

代
1
、

一

九
七

五

年
、

所

収
)

二

四
三

頁

参
照
。

「

松

方

伯
財

政
論

策

集
」

(

『

明

治

前

期

財

政

経

済

史

料

集

成
』

第
一

巻
、

二

頁
i
五

三
二

頁

参
照
。

石

塚

裕

近

「

殖
産

興

業

政
策
の

展

開
」

七
二

七

各

頁

参
照
。

所

収
、

一

五

O

昭

和
五
二

年
)

(21) 

同

年
九

月
に
七

六

種

頁

i
一

O
一

五

く28)(27)(26)(25)(24)(23)(22)

疋ヨ

i良

店
、

(29) 

五
二

所

収
)

(30) 

(

『

日

本

経

済

史
大

系
』

近

代
上
、

東

京

大

学
出
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版

会
、

所

収
)

五

九

頁
、

上

山

和

雄
「

農

商

務

省
の

設
立

と

そ

の

政
策

展

開
」

済

史

学
』

第

四
一

巻

第
三

号

所

収
)

参

照
。

引

『

輯

録
』

上

巻
、

三

七

四

頁
よ

り
引

用
o

m

同

前
、

三

七

五

頁

よ

り
引

用
。

山

梅

村
又

次

「

松

方
デ

フ

レ

下
の

勧

業

政
策
」

(

『

松

方

財

政
と

殖

産

興

業

政

策
』

東

京

大

学

出

版

会
、

一

九

八

三

年
、

所

収
)
、

上

山

和
雄

「

前

田
正

名
と

農

商

務

省
」

(

『
日

本
歴

史
』

一

九

七

六

年
一

二

月

号
、

所

収
)

参
照
。

川

博

覧

会
、

共

進

会
の

役

割
に
つ

い

て

は
、

清
川

雪

彦
「

殖

産

興

業

政

策

と

し

て
の

博

覧

会

・

共

進

会
の

意

義
」

(

『

経

済

研

究
』

第
三

九

巻

第
四

号

所

収
)

参

照
。

ω

上

山

和

雄
「

農

商

務

省
の

設
立

と

そ

の

政

策

展

開
」

五

O

頁

参

照
。

ω

斎

藤

修

「

地

方
レ
ベ

ル

の

殖

産

興

業

政

策
」

(

前

掲
『

松

方

財

政
と

殖

産

興

業

政

策
』

所

収
)

参

照
o

m

拙

稿
「

明

治

十

年

代
に

お

け

る

地

方

勧

業

機

構
の

形

成
と

展

開
(
一
)

(
二
〉

」

(

『

経

済

学

論

叢
』

第
三

七

巻

第
三
・

四

号
、

同

第
三

八

巻

第

四

号
、

所

収
)

参

照
。

知

明

治
一

四

年

『

福

岡

県
勧

業

年

報

第

四

回
』

所

収

「

勧

業

課

事

務

沿

革
記
」

よ

り
引

用
。

船

い

わ

ゆ

る

「

老

農

時

代
」

に

先

行

す
る

老

農
の

な

か

で
、

こ

の

よ

う
な

活

動

を
し

た

者
と

し

て

木

綿

屋

定

七
の

例

が

あ

げ

ら

れ

よ

う
(

岡

光

夫

『
日

本

農

業

技

術

史
』
、

ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書一
房
、

一

九

八

八

年
、

第
五

章

「

農

業

技

術
の

推

進

者
た

ち
l

老

農
の

成

立

と

時

代

的

背

景

!
」

二

八
一

頁

!
二

八

六

頁

参

照
)
。

岡

光

夫

前

掲

書

参

照
。

(

『

社

会

経

(40) 
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